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＜表紙のイラスト＞ 

  このイラストは、平成 30 年度の地域実践研究員（長期派遣型）の６名の先生が、作成したインクルーシブ

教育システム推進センターのイメージマスコット（トゥインクル SUN）です。 



 
 

はじめに 

 

地域におけるインクルーシブ教育システム構築を一層推進するため、都道府県や市区町村教育委

員会と国立特別支援教育総合研究所が協働して取り組む「地域支援事業」、その２年目の報告書をお

届けします。 

今年度も 13 の県市町教育委員会の参画を得て、地域におけるインクルーシブ教育システム構築

のための多岐にわたる事業を実施することができました。 

 参画された教育委員会の担当者の皆様は、日々教育に係る様々な業務に携わっていらっしゃいま

す。特別支援教育以外にもたくさんの業務があります。また、令和４年度も新型コロナウイルス感

染症拡大防止に係る業務があったことでしょう。そのような中、13 の教育委員会の担当者の皆様は、

本事業に真摯に、そして、主体的に取り組んでくださいました。象徴的だったのが８月に実施した

「地域支援事業推進プログラム」です。今年度、初めて来所による対面とオンラインのハイブリッ

ドで開催しましたが、来所された担当者の皆様は、すぐに打ち解けて自発的に情報交換や相談をな

さっていました。また、オンラインでの参加者とも質疑応答を交わすなど、交流の輪が拡がってい

きました。地域におけるインクルーシブ教育システムの構築という同じ課題に取り組んでいる方々

の熱意に直接触れることができた時間でした。この推進プログラムを契機に、担当者同士が直接連

絡を取り合うなど交流が進み、事業が深化したとのお話も伺いました。 

こうして実施された事業の成果として、本報告書にありますようなインクルーシブ教育システム

構築に向けたそれぞれの一歩を着実に進めてくださいました。ご参画いただいた教育委員会の皆様

の熱意と努力に、改めて敬意と感謝を表したいと存じます。 

 また、今年度も本事業のアドバイザーをお引き受けいただいた、青山新吾先生（ノートルダム清

心女子大学）と笹谷幸司先生（神奈川県立総合教育センター）には、推進プログラムや成果報告会

において、特別支援教育の本質に迫る貴重な御助言をいただきました。心より感謝申し上げます。 

 全国に 1,800 近くある都道府県・市区町村教育委員会は、どれも同じではなく、インクルーシブ

教育システム構築の課題も一様ではないでしょう。しかし、13 の県市町教育委員会が１年間、真摯

に取り組んだ事業の成果は、全国の教育委員会が直面している課題の解決に活用いただけるもので

あると確信しています。 

 国立特別支援教育総合研究所インクルーシブ教育システム推進センターは、本事業を引き続き展

開し、事業の充実と成果普及に取り組んで参ります。より多くの教育委員会にご参画いただきます

ようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

国立特別支援教育総合研究所インクルーシブ教育システム推進センター 

上席総括研究員（兼）センター長 

久保山茂樹 
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１．地域支援事業の概要 

 

国立特別支援教育総合研究所（以下「特総研」という。）は、インクルーシブ教育システムの構

築および推進を目指し、平成 28 年度～令和２年度に地域実践研究として取り組んできました。令

和３年度からは、この研究の目的を引き継ぎ、実施形態を「研究」から「事業」に変更し、都道

府県及び市区町村教育委員会（以下「教育委員会」という。）が計画したインクルーシブ教育シス

テムの推進に係る事業を、申請に応じて支援することとなりました。 

地域支援事業では、各地域に担当する研究職員を置き相談を受けると共に、４月に事業説明

会、８月に推進プログラム、３月に報告会を開催し、インクルーシブ教育システム推進センター

と参画地域全体で課題解決に向けた取組を行います。また、年間を通して月１回オンラインで参

画地域の担当者が交流できる場「交流スペース」を提供しました。令和 4 年度の１年間の実施内

容は次の通りです。 

 

 

（１） 地域支援事業年間実施報告 

 

 令和４年度 令和５年度 

４月 

・担当地域への連絡と実施計画案提出依

頼 

・実施計画案提出（4 月 25 日） 

①事業説明会（4 月 28 日） 

 

５月 
・実施計画書の確定 

・交流スペース開催（5 月 31 日） 
 

6 月 ・交流スペース開催（6 月 28 日）  

7 月 ・交流スペース開催（7 月 26 日）  

８月 
・推進プログラム資料提出（8 月 18 日） 

②推進プログラムの開催（8 月 26 日） 
 

９月 ・交流スペース開催（9 月 27 日） ・募集開始（都道府県教育委員会に送付） 

10 月 ・交流スペース開催（10 月 25 日）  

11 月 ・交流スペース開催（11 月 29 日） ・申請締切（11 月 30 日） 

12 月   

１月 ・交流スペース開催（1 月 31 日） ・参画地域への決定通知送付 

２月 ・報告会資料提出（2 月 24 日）  

３月 
③報告会（3 月 10 日） 

・報告書提出（3 月 17 日） 
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① 事業説明会 （オンライン） 

自治体で計画している事業の概要を基に、本事業で取り組む実施計画案を作成していただき、

その資料を参画地域全体で共有します。各地域の課題や実施内容を共有することで、計画を深め

ると共に、地域交流のきっかけづくりを行います。 

 

② 推進プログラム （ハイブリッド）  

 研究所に来所し、１泊２日で、事業について、研究所職員および参画地域の担当者と協議をした

り、交流を図ったりします。また、アドバイザーとしてお願いしている２名の専門家にも参加し

ていただき、インクルーシブ教育システム推進に関する講義と協議会でのアドバイスを受けるこ

とができます。推進プログラムは対面による開催を基本としていますが、令和 4 年度は新型コロ

ナウイルスの感染状況から 1 日開催とし、参画地域の判断で参加方法を選択してもらいました。 

 

③ 報告会 （オンライン） 

 １年間取り組んだ成果と課題を報告することで、各地域の進捗状況を共有すると共に、情報収

集をする機会となります。 

 

 

 

（２）地域支援事業担当スタッフ 

 

インクルーシブ教育システム推進センター 

・久保山茂樹（札幌市、箕面市 担当） 

・伊藤 由美（釜石市、飯田市、鹿屋市 担当） 

・玉木 宗久（鹿沼市、下野市、犬山市 担当） 

・照井 純子（さくら市、須坂市、長野県 担当） 

・土屋 忠之（厚木市 担当） 

・佐藤 利正（葉山町 担当） 

 

・畠 由美（事務補佐員） 
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２．地域支援事業参画地域 

 

令和４年度は以下の 13 地域が本事業に参画されました。13 地域と各地域の実施事業名（もしく

は、本事業実施の事業名）は以下の通りです。各地域の事業の内容は報告書に記載しています。 

 

教育委員会 事業名 

札幌市教育委員会 
幼児教育施設の教職員へのインクルーシブ教育システムの理解啓発の

ためのエピソード集の活用方法の検証 

釜石市教育委員会 
インクルーシブ教育システムの構築に向けた校内研修の実施と地域へ

の発信 

鹿沼市教育委員会 
インクルーシブ教育システムの構築に向けた取組～それぞれに違うこ

とが、それぞれを活かし合う～ 

さくら市教育委員会 学校・地域・保護者がともに考える「こんな学校っていいな」 

下野市教育委員会 
子どものよさや可能性を最大限に伸ばし、共に学び支え合うインクル

ーシブ教育に向けて～きらきら輝き、共に生きる しもつけの子～ 

厚木市教育委員会 安心して共に学べる教育の推進 

葉山町教育委員会 支援教育推進指針の作成 

須坂市教育委員会 園から小学校への切れ目のない体制づくり 

飯田市教育委員会 通常学級における特別支援教育 

長野県教育委員会 地域の副次的な学籍の一層の連携強化の構築 

犬山市教育委員会 読み書き障害の児童把握と支援 

箕面市教育委員会 
令和 4 年度インクルーシブ教育システム構築のための地域支援事業 

～保育所及び幼稚園等と小学校の円滑な連携について～ 

鹿屋市教育委員会 
特別支援教育に関する現職教職員向けの研修プログラム作成に関する

取組 
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３．参画地域の報告 
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教育委員会名 札幌市教育委員会 

地域支援事業名 

幼児教育施設の教職員へのインクルーシブ教育システムの理解啓発のためのエピソード集の活用

方法の検証 

インクルーシブ教育システム推進における地域での課題 

 本市の幼児教育の担い手は私立が９割以上を占めているが、私立幼稚園等の教職員の平均勤続

期間は全国的にも約７年という実態があり、札幌市においても指導方法等の蓄積や人材の育成が

困難な状況がある。札幌市では、市立幼稚園に配置されている幼児教育支援員が私立幼稚園等を

訪問し、教職員に対して支援を必要とする幼児との関わり方などについてアドバイスを行ってい

るが、訪問する回数が限られており、もっと園に来てほしいという要望がある。そのような実態

から、直接的な訪問以外でも支援の方法等について伝える効果的な方法はないか考えることが必

要な状況である。 

インクルーシブ教育システム推進に向けての本事業の目的 

市立幼稚園で蓄積してきた特別支援教育の実践から、幼児理解に基づいた具体的な関わり方等

の成果をエピソード集としてまとめ、私立幼稚園・認定こども園・保育所に拡げていくことを目

指す。エピソード集では、支援を必要とする幼児との関わり方の単なるノウハウだけではなく、

幼児の内面を理解することや幼児の肯定的な姿を発信することで、幼児の見方や捉え方が変わる

ことを示すとともに、このような視点の変化が支援の変化につながる等の考え方を幼児教育施設

と共有することを目指している。 

本事業の概要（本事業の内容とともに、本事業が地域のインクルーシブ教育システム推進に向けてど

のように寄与すると考えているかについて） 

令和２年度より、本研究所の地域実践研究に参画し、「その子らしさが発揮される幼児教育の在

り方の共有」及び「幼児の見方や捉え方の共有」に向け、市立幼稚園から集約した具体的な手だ

て等をまとめた保育に生かせるエピソード集を作成した。このエピソード集は、保育現場で日々、

子どもたちと向き合ってきた市立幼稚園の教諭の実践が基になっており、読み手である保育者が

身近な実践として受け止めることができると考えている。 

今年度は、市立幼稚園教諭が園を訪問して直接支援したり、園内研修を実施したりする機会にエ

ピソード集※を活用し、保育者が「自分たちもやってみよう」という思いをもち、次の保育につな

げられるようなよりよい活用方法を検証していく。 

 

※札幌市教育委員会幼児教育センター（監修）、札幌市立幼稚園の先生方（協力）：『ちょっと気に

なる子の理解と育ち 知恵とワザ』、風鳴舎、2022 年 

 

令和４年度の実施状況（いつ頃何を行ったか） 

令和４年４月  エピソード集の完成 

    ７月～ エピソード集を市内保育所・認定こども園・幼稚園等へ配布 

         市立幼稚園教諭が私立園への訪問支援、訪問研修で活用 

    10 月   市立幼稚園教諭・幼児教育支援員とエピソード集の活用について情報交流 

  12 月   地域支援事業学習会の実施 
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令和５年２月  幼児教育支援員と学習会の振り返り、次年度以降の活用について協議 

本事業を行ったことによる成果 

〇市立幼稚園教諭とエピソード集の効果的な活用について協議をする中で、以下２点が分かった。 

 ・市立幼稚園教諭や幼児教育支援員が、訪問研修や訪問支援で伺う園の実態や、現場の困りが

さらに見えてきた。 

 ・訪問時に、エピソード集の事例をもとに助言すると、子どもを肯定的に理解することや支援

のポイント等を訪問園の保育者と共有しやすくなった。 

〇訪問研修、訪問支援、学習会で挙げられた実践を通して、エピソード集作成時に得た成果（以

下「」内）を市内の幼児教育施設の保育者と共有することができた。 

・「“幼児の姿の読み取り”は、子どもの“よさ”を捉えることにつながり、子どもの成長につな

げる支援が見えてくる」という昨年度の成果は、様々な保育の場面においても共通した考え

であることを確認できた。保育者の子どもの捉えが変わることで、その子にとって必要な支

援を考えることができ、保育が楽しくなっていく様子を私立園の保育者の発表や協議内容か

ら感じ取ることができた。 

・特総研の担当研究員に子どもの理解や保育者の支援について、意味付けをしてもらうことで、

保育のポイントが明確に捉えられるようになった。 

今後の課題 

〇幼児教育施設の教職員へインクルーシブ教育システムの理解・啓発を継続していく必要性 

 ・市立幼稚園教諭との協議の中で、訪問支援先の保育者が、エピソード集にある働きかけを担

当する子どもの実態に関わらず全く同じ方法で実践したため、その子にとって効果的な支援

にならなかったケースがあることが分かった。日々の保育に悩んでいる保育者は多いため、

エピソード集の効果的な活用や、訪問研修、訪問支援などを継続していく必要性がある。 

次年度に取り組みたいこと 

〇市内保育所・認定こども園・幼稚園におけるインクルーシブ教育システムの実践を調査 

・市内保育所・認定こども園・幼稚園でのエピソード集の効果的な活用について、調査を実施

したい。 

・訪問研修や訪問支援等、市立幼稚園教諭が私立園等へ直接関わることで、保育者や子どもた

ちにどのような効果があったか、アンケート等を行い、さらに検証を進め、今後の札幌市の

幼児教育の質向上へ生かしていきたい。 

 
担当（札幌市教育委員会 児童生徒担当部 幼児教育センター担当課 金澤 恵美） 
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の研究員が参加した

 特総研研究員
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特総研研究員
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教育委員会名 釜石市教育委員会 

地域支援事業名 

インクルーシブ教育システムの構築に向けた校内研修の実施と地域への発信 

インクルーシブ教育システム推進における地域での課題 

【学校の現状と課題】 

① 震災を受け、心のサポートが必要な子どもが在籍している。 

② 不登校、別室登校等、集団生活に不適応を起こしている児童生徒が増加している。 

③ 小・中学校の通常の学級に在籍する特別な支援を必要とする児童生徒への指導が十分とはいえ

ない。 

④ 就学に向けた相談時、当市の支援体制や就学について個々に説明を行っている実情がある。 

【保護者や地域の現状と課題】 

⑤ 震災を受け、心のサポートが必要な保護者や地域がある。 

⑥ 特別支援教育に対して、偏見の思いや感情のある保護者や地域住民がいる。 

⑦ 保護者や地域住民に対して、教育支援について丁寧に説明する機会が必要となっている。 

インクルーシブ教育システム推進に向けての本事業の目的 

上記の課題を解決するため、学校の教職員や保護者、地域住民に向け、インクルーシブ教育シ

ステムに関連した理解啓発を更に行うことを目的とする。 

本事業の概要（本事業の内容とともに、本事業が地域のインクルーシブ教育システム推進に向けてど

のように寄与すると考えているかについて） 

令和元年から令和３年度の３年間、地域実践研究（理解・啓発）の取組により、「藤枝モデル」

を活用した校内研修を実施し、教員の理解啓発を行い、市の広報などを通じて、成果を保護者や

地域に発信してきた。３年間で、釜石市内すべての小・中学校で、研修を実施した。今年度は、さ

らに希望のある学校や園等に対し、校内研修を実施していく。 

また、保護者及び園の関係者をターゲットとした教育相談に関わる理解啓発リーフレットの作

成・配布・活用を行い、更なる市内のインクルーシブ教育システムの構築に努める。 

令和４年度の実施状況（いつ頃何を行ったか） 

・令和３年度末に、各園に配布した理解啓発リーフレット（就学支援リーフレット）を活用し、令

和 4 年度の 1 学期中に、就学に係る教育相談を実施した。 

・各種研修会の実施 

特別支援担当者説明会、支援員研修会、療育教室への研修会、希望する学校に対する研修会

を実施した。 

・2 学期に小・中学校に対して、通信を通した好事例の情報発信を行った。 

本事業を行ったことによる成果 

・就学支援リーフレットを配布したことで、保護者の就学に対する理解が促され、関係機関が連

携しながら就学相談をサポートできた。また、幼児施設の先生方とも共有したことで、適切な

就学に向けた正しい理解の啓発につながった。 

・研修会を実施したことで、支援学級だけではなく、通常学級の中で困り感を抱いている児童生

徒に対する、教職員の理解が図られるようになった。そのことで、インクルーシブ教育の重要
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性を感じている教職員が増えてきている。 

・担任だけが抱え込むのではなく、園や学校がチームとして組織的に支援を行っていこうとする

体制づくりができてきている。また、関係機関同士の連携が図られたことで、学校や園へのサ

ポートの充実も図られてきている。 

今後の課題 

・特別な支援を要する子どもに対する支援の具体について、どのようにしたらいいのか迷ってい

る先生方へのサポートの在り方。 

・特別支援教育に対して、偏見の思いや感情のある地域住民に対する啓発の継続。 

・不登校、別室登校等、集団生活に不適応を起こしている児童生徒への支援の在り方。 

次年度に取り組みたいこと 

本事業に参加し、釜石市のインクルーシブ教育推進が大きく前進したことを実感している。そ

こで、この４年間を第一ステージとし、さらに、第二ステージへと進化させていきたいと考えて

いる。すべての子どもたちの笑顔があふれる釜石市を目指して、以下について尽力したいと考え

る。 

・今まで行ってきた研修やアセスメントを、各校の特別支援コーディネーターが中心となって行

えるような校内体制に対する支援。→市の特別支援教育研修会を新たに開催。 

・ユニバーサルデザインを取り入れた授業づくりに対する理解・啓発。 

・特別な支援を要する子供に対する支援の具体の好事例の発信。 

・幼児教育施設の職員に対する研修の充実。 

・幼児教育から小学校教育への円滑な接続の体制づくり。 

 
担当（釜石市教育委員会 学校教育課 吉田 亜矢子） 
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教育委員会名 鹿沼市教育委員会 

地域支援事業名 

インクルーシブ教育システムの構築に向けた取組 

～それぞれに違うことが、それぞれを活かし合う～ 

インクルーシブ教育システム推進における地域での課題 

市内小・中学校の児童生徒数は減少傾向にあるにも関わらず、特別支援学級の在籍児童生徒数

や通級による指導を受ける児童生徒数は増加傾向にあり、児童生徒の特性に合わせた個別の支援

が行われている。しかし、特別支援教育は通級指導教室や特別支援学級で行うものであり、支援

が必要な児童生徒は特別支援学級への入級が必要であると安易に判断してしまうケースが多い。

さらに、通常の学級でできる合理的配慮を考える必要があるが、学級全体での取り組みを重視

し、個別の配慮を検討していない場合がある。 

また、本市には多くの通級指導教室が設置されているが、十分な自立活動の指導が行われてい

ない場合がある。現在、本市において通級指導教室担当者の研修会が実施されていないため、研

修や交流の機会もない状態である。 

インクルーシブ教育システム推進に向けての本事業の目的 

インクルーシブ教育システムを構築しそれを推進していくためには、特別支援教育担当者のみ

ならず、すべての教員がインクルーシブ教育システムについて理解し、それに必要とされる専門

性を高めることが必要である。また、研究指定校で構築した授業モデルを検証し一般化すること

や、さらには、通常の学級において担任が当たり前のように個に応じた支援を行っている実践が

あり、インクルーシブ教育システムの推進には、それらの意義づけや価値づけが重要である。そ

のために教職員に向けての研修会や、研究指定校における公開授業研究会を実施し、多くの教職

員に向けて具体的な発信をしていきたい。 

本事業の概要（本事業の内容とともに、本事業が地域のインクルーシブ教育システム推進に向けてど

のように寄与すると考えているかについて） 

令和元年度より、研究指定校として鹿沼市立南摩小学校を指定し、インクルーシブ教育システ

ムの構築に向けた実践研究を積み重ねている。教育活動の中心である授業について、児童生徒の

個のニーズを捉えた上でインクルーシブ教育の視点で構想していくことの必要性を、研究指定校

の実践発表を通して周知していきたい。 

また、通常の学級においてやりづらさを感じている児童生徒にとって、通級指導教室での自立

活動を参考にした指導はとても重要である。通級指導教室において、個の実態に応じた適切な指

導を実施できることが、インクルーシブ教育システムの推進に大いに寄与するものと考える。 

令和４年度の実施状況（いつ頃何を行ったか） 

５月・・昨年度までの研究の確認・今年度の目標の設定 

６月～10 月・・指導案検討及び校内研究授業の実施（４授業） 

８月４日・・通級指導教室研修会の実施（実践発表・グループ協議・特総研研究員の講話） 

１月 16 日・・インクルーシブ教育システム推進事業（研究指定校での公開授業研究会）の実施

（研究指定校の取組の説明・授業録画の視聴・授業研究会・特総研研究員の講話） 
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２月・・研究のまとめ 

本事業を行ったことによる成果 

・研究指定校において令和元年度より活用している「よろしくお願いシート」（特別支援教育専

門研修，発達障害・情緒障害教育専修プログラム班別協議での成果より引用）の項目を今年度

再検討し、今まで以上に個のニーズが把握しやすい新たな形に作り直すことができた。公開授

業研究会において紹介し、児童生徒のねがいを把握し、授業展開や支援を考える上で有効であ

ることを伝え、多くの参加者から共感を得ることができた。 

・研究指定校の取組の説明や授業公開をしたことにより、「個々の教育的ニーズに対応した支援

の工夫」「児童が見通しをもつための支援の工夫」「かかわりを通した支援の工夫」の具体を伝

えることができた。具体的な方法を知ったことで、参加者が今までの自分の取組を振り返り、

インクルーシブ教育と結びつけることができた。 

・通級指導教室担当者の研修会を実施したことにより、インクルーシブ教育システムの推進にと

って、通級指導教室の在り方が重要であることを伝えることができた。また、長きにわたって

通級指導教室を担当している教師による実践発表を行い、その後のグループ協議では指導方法

について具体的に話し合う姿が見られた。 

今後の課題 

・授業を中心としてインクルーシブ教育システムについての理解を深めていくことは、教師の普

段の児童生徒の関わりの中からインクルーシブ教育の考えと結びつけていくのに考えやすいと

思われる。そのため、研究指定校を今後も設置し、実践を積み重ねていく必要がある。 

・児童生徒の個別のニーズを把握するために作成した「よろしくお願いシート」を他校でも活用

できるようにする必要がある。 

・通級指導教室担当者は１名の配置校が多く、自立活動の授業をどのように実施するべきか不安

に思っている場合が多い。そのため、通級指導教室担当者向けの研修会等を実施したり、中学

校区等のまとまりを意識した横のつながりを作れるような機会を市教委主体で意図的に作った

りする必要がある。 

・特別支援教育の理解について、未だに個人差がとても大きいと感じる。なぜ特別支援学級に在

籍する必要があるのか、なぜ通級指導教室を利用する必要があるのか、障害種のみにとらわれ

ることなく考えられようにしなくてはいけないと感じる。全ての児童生徒の居場所は通常の学

級であり、全ての教師が教師自身の困り感ではなく、児童生徒の困り感に寄り添って支援方法

を考え、学びの場を検討できるようにしなくてはならない。 

次年度に取り組みたいこと 

・参集型で研究指定校の公開授業研究会を実施し、参観した先生方で話し合い、自分の日頃の児

童生徒への支援について振り返る機会を持ちたい。 

・他校でも使用できるようにするために、ＩＣＴを活用して「よろしくお願いシート」による個

別のニーズが把握できるように整備していきたい。 

・通級指導教室担当者同士で学び合い、情報共有ができる場を設定したい。 

・児童生徒の学びの場の検討について、特別支援コーディネーター以外の教員にも理解啓発がで

きるように、特別支援教育担当指導主事を校内の研修会で活用するように積極的な呼びかけを

行っていきたい。 

担当（鹿沼市教育委員会 学校教育課 高野 久美子） 
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な
る

も
の

を
み

て
か

ん
が

え
た

い
（

  
）

 
 ③

と
も

だ
ち

と
そ

う
だ

ん
し

て
か

ん
が

え
た

い
  

  
  

  
  

  
  

  
 （

  
 ）

 
④

せ
ん

せ
い

に
た

す
け

て
も

ら
っ

て
か

ん
が

え
た

い
  

  
  

  
 （

  
）

 
 ☆☆
れれ

んん
しし

ゅゅ
うう

もも
んん

だだ
いい

はは
 

⑤
お

お
め

が
い

い
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 （

  
）

 
 ⑥

ふ
つ

う
が

い
い

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 （
  

）
 

 ⑦
す

く
な

め
が

い
い

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 （

  
）

 
⑧

む
ず

か
し

い
も

ん
だ

い
に

ち
ょ

う
せ

ん
し

た
い

 （
  

）
 

66
  そそ

のの
たた

【【
かか

んん
きき

ょょ
うう

】】
  

 
①

 1
じ

か
ん

の
よ

て
い

が
し

り
た

い
  

  
 （

  
）

 
②

 あ
つ

い
の

が
に

が
て

  
  

  
  

  
  

（
  

）
 

③
 あ

つ
い

の
が

に
が

て
  

  
  

  
  

 （
  

）
 

④
 う

る
さ

い
の

が
に

が
て

  
  

  
  

  
（

  
）

 
⑤

 し
ず

か
な

の
が

に
が

て
  

  
  

  
  

（
  

）
 

 

 【【
きき

ょょ
うう

しし
つつ

のの
せせ

きき
】】

  
ど

の
あ

た
り

に
す

わ
る

と
が

く
し

ゅ
う

し
や

す
い

で
す

か
。

 
し

ゅ
う

ち
ゅ

う
し

や
す

い
せ

き
が

あ
っ

た
ら

ば
ん

ご
う

に
〇

を
つ

け
て

ね
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
り

ゆ
う

）
 

     ど
こ

で
も

だ
い

じ
ょ

う
ぶ

（
 

） 

1
2

3

4
5

6

7
8

9

こ
く

ば
ん

 

【【
せせ

んん
せせ

いい
にに

おお
ねね

がが
いい

しし
たた

いい
ここ

とと
】】
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66
  そそ

のの
他他

【【
環環

境境
】】

 
 ①

1
時

間
の

予
定

が
知

り
た

い
 （

 
 
）

 
②

暑
い

の
が

苦
手

  
  

  
  

  
  

（
  

）
 

③
寒

い
の

が
苦

手
  

  
  

  
  

 （
  

）
 

④
う

る
さ

い
の

が
苦

手
  

  
  

  
（

  
）

 
⑤

静
か

な
の

が
苦

手
  

  
  

  
 （

  
）

 

 【【
教教

室室
のの

席席
】】

  
ど

の
辺

り
に

座
る

と
学

習
し

や
す

い
で

す
か

。
集

中
し

や
す

い
席

が
あ

っ
た

ら
番

号
に

〇
を

つ
け

て
ね

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
理

由
）

 
     

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
ど

こ
で

も
だ

い
じ

ょ
う

ぶ
（

 
）

 

 
 月

  
 日

  
  

年
  

  
 番

 名
前

 
よ

ろ
し

く
お

願
い

シ
ー

ト
 

 
先

生
へ

  
自

分
に

合
う

方
法

に
〇

を
つ

け
ま

し
た

。 
こ

れ
が

分
か

り
や

す
い

学
び

方
で

す
. 

よ
ろ

し
く

お
ね

が
い

し
ま

す
. 

１１
  聞聞

くく
【【

先先
生生

のの
話話

をを
聞聞

くく
とと

きき
】】

 
  ☆☆

先先
生生

がが
話話

すす
とと

きき
 

 ①
短

い
言

葉
で

話
し

て
ほ

し
い

  
  

  
  

 （
  

）
 

 ②
文

字
・写

真
・絵

･動
画

を
使

っ
て

ほ
し

い
（

  
）

 
 ③

あ
と

で
も

う
一

度
教

え
て

ほ
し

い
  

  
  

（
  

）
 

 ④
話

す
前

に
声

を
か

け
て

ほ
し

い
  

  
  

 （
  

）
 

 ☆☆
話話

をを
聞聞

くく
とと

きき
にに

 
 ⑤

メ
モ

を
取

り
た

い
  

  
  

  
  

  
  

  
 （

  
）

 
 ⑥

横
に

来
て

話
し

か
け

て
ほ

し
い

  
  

  
 （

  
）

 
 ⑦

下
を

向
い

て
い

る
と

安
心

し
て

聞
け

る
  

（
  

）
 

 ⑧
何

か
さ

わ
っ

て
い

る
と

集
中

で
き

る
  

  
（

  
）

  

２２
  見見

るる
【【

黒黒
板板

をを
見見

るる
とと

きき
】】

 
  ☆☆

黒黒
板板

のの
字字

はは
 

 ①
大

き
い

方
が

い
い

  
  

  
  

  
 （

  
）

 
 ②

小
さ

く
て

も
い

い
（

ふ
つ

う
）

  
（

  
）

 
  ☆☆

見見
やや

すす
いい

色色
はは

 
 ③

白
  

  
  

  
 （

  
）

 
 ④

赤
  

  
  

  
（

  
）

 
 ⑤

青
  

  
  

  
 （

  
）

 
 ⑥

黄
  

  
  

  
（

  
）

 
  ☆☆

黒黒
板板

にに
ママ

スス
がが

  
 ⑦

あ
っ

た
方

が
い

い
  

（
  

）
 

 ⑧
な

く
て

も
い

い
  

  
  

（
  

）
 

 
☆☆

イイ
ララ

スス
トト

やや
図図

がが
 

 ⑨
あ

っ
た

方
が

い
い

  
 （

  
）

 
 ⑩

な
く

て
も

い
い

  
  

  
 （

  
）

 

３３
  話話

すす
【【

発発
表表

・・話話
合合

いい
】】

 
  ☆☆

発発
表表

がが
   

①
好

き
  

  
  

 （
  

）
 

 ②
ふ

つ
う

  
  

 （
 
 
）

  
 ③

き
ら

い
  

  
 （

 
 
）

 
  

☆☆
発発

表表
をを

 
 ④

全
体

の
前

で
一

人
で

言
え

る
  

 （
  

）
 

 ⑤
ペ

ア
で

な
ら

言
え

る
  

  
  

  
  

 （
  

）
 

 ⑥
グ

ル
ー

プ
の

中
で

な
ら

言
え

る
  

（
  

）
 

⑦
書

い
た

も
の

を
読

ん
で

言
え

る
  

（
  

）
 

  ☆☆
話話

合合
いい

がが
 

 ⑧
好

き
  

  
  

 （
  

）
 

 
⑨

ふ
つ

う
  

  
 （

 
 ）

 
 
⑩

き
ら

い
  

  
 （

 
 
）

 
 ☆☆

話話
合合

いい
のの

とと
きき

  
  

⑪
自

分
か

ら
意

見
が

言
え

る
 

 
（

 
 

）
 

 
⑫

順
番

だ
っ

た
ら

言
え

る
 

 
 

 
 

（
 

 
）

 
⑬

聞
く

だ
け

な
ら

で
き

る
（

）

４４
  書書

くく
【【

ノノ
ーー

トト
にに

うう
つつ

すす
とと

きき
】】

 
  ☆☆

黒黒
板板

をを
ノノ

ーー
トト

にに
写写

すす
のの

がが
  

  
①

は
や

い
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
 

 
）

 
 

②
時

間
が

か
か

る
 

 
 

 
（

 
 

）
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

☆☆
書書

きき
やや

すす
いい

のの
はは

  
③

自
分

で
工

夫
し

て
書

く
 
 
 
 
 
 
（

 
 
）

 
④

黒
板

と
同

じ
よ

う
に

書
く

 
 
 
 
 
（

 
 
）

 
⑤

手
元

に
お

手
本

を
見

て
う

つ
す

 （
 
 
）

 
⑥

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
か

く
 

 
 

 
 

 
 （

 
 

）
  

⑦
こ

ま
め

に
書

く
時

間
が

ほ
し

い
 
 （

 
 
）

 
⑧

タ
ブ

レ
ッ

ト
に

入
力

す
る

  
  

 
 （

 
 ）

 
⑨

写
真

を
と

っ
て

う
つ

す
 
 
 
 
 
 
 
（

 
 
）

 
  ☆☆

学学
習習

活活
動動

がが
早早

くく
終終

わわ
っっ

たた
らら

 
⑩

問
題

を
や

り
た

い
  

  
  

  
  

 （
 
 
）

 
⑪

友
達

に
教

え
た

い
  

  
  

  
  

 （
 
 
）

 
⑫

そ
の

他
 
（

 
 
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

55
  考考

ええ
るる

 
  ☆☆

授授
業業

のの
とと

きき
 

 ①
自

分
で

考
え

た
い

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 （

  
）

 
 ②

教
科

書
な

ど
ヒ

ン
ト

に
な

る
も

の
を

見
て

考
え

た
い

（
  

）
 

 ③
友

達
と

相
談

し
て

考
え

た
い

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
（

  
 ）

 
④

先
生

に
助

け
て

も
ら

っ
て

考
え

た
い

  
  

  
  

  
 （

  
）

 
 ☆☆

練練
習習

問問
題題

はは
 

⑤
多

め
が

い
い

  
  

  
  

  
  

  
（

 
 ）

 
⑥

ふ
つ

う
が

い
い

  
  

  
  

  
  

（
 
 
）

 
⑦

少
な

め
が

い
い

  
  

  
  

  
  

（
  

）
 

⑧
難

し
い

問
題

に
挑

戦
し

た
い

 
（

 
 

）
  

1
2

3

4
5

6

7
8

9

黒
　板

【【
先先

生生
にに

おお
願願

いい
しし

たた
いい

ここ
とと

】】
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教育委員会名 さくら市教育委員会 

地域支援事業名 

学校・地域・保護者がともに考える「こんな学校っていいな」 

インクルーシブ教育システム推進における地域での課題 

・特別な支援を必要とする児童生徒が通常の学級に在籍しており、学校体制で支援を行っている 

が、適切な配慮については、教員ごとに認識の差が見られる。 
・支援や指導に関する保護者の理解や合理的配慮を家庭と効果的に連携していくことが必要であ

り、大切であることから、それらを支える校内体制をさらに充実させていく。 
インクルーシブ教育システム推進に向けての本事業の目的 

インクルーシブ教育システムについて、教員の認識と対応力を高めるとともに、各校の校内体

制を構築できるよう、教育委員会として、支援と啓発を行っていきたい。 
〇インクルーシブ教育システムにおいて、全ての子どもの特性や能力に応じた指導を充実できる

ように「こんな学校っていいな構想」において、合理的に配慮可能な「個別最適化」と「協

働」を推進する。 
〇子どもの特性や障害及び指導方法への理解を促進することにより、保護者や地域との連携を充

実させ、教育効果を高めるとともに、子どもが生活・学習しやすい環境を整える。 
本事業の概要（本事業の内容とともに、本事業が地域のインクルーシブ教育システム推進に向けてど

のように寄与すると考えているかについて） 

唯一無二な個が集まる場（多様性）、どの子も自分らしく安心して育つ場（個別最適化）、みん

なで共に学ぶ対等な場（協働）を推進し、「こんな学校っていいな」へとつなげる。 
 そのために、学校による取組として、管理職によるリーダーシップと校内体制の構築、特別支

援教育コーディネーターの活躍、授業及び学級経営の改善や個に応じた関わり、保護者・地域関

係機関との連携、教職員のチームワーク、校内体制と校内指針づくりを考える。また、教育委員

会の取組として、校内体制構築や教育の質を高めるための研修会を実施するほか、教育環境の整

備を行い、支えていく。今年度は、教職員だけでなく、保護者や地域に対しても、本事業を含めた

関係各所との効率的な連携やそれらで得られた情報を適切・効果的に発信し、理解啓発を促した

いと考えた。 
 そこで、保護者の思いを大切にしながら子どもの育ちと学びをいっしょに考えるベースとなる、

学校と子ども・保護者をつなげるリーフレット（教育支援リーフレット）を作成した。 

令和４年度の実施状況（いつ頃何を行ったか） 

４月 本事業についての目的や理念・取組について示す。 
６月 「こんな学校っていいな」アンケートの実施 
７月 特別支援教育研修会【特別支援学級担任・通級指導教室担当】 
・特別支援学校のセンター的機能充実事業を活用。 
・インクルーシブ教育も内容に含め、インクルＤＢ・学びラボも紹介。 
８月 インクルーシブ教育システム推進研修会【管理職・特別支援教育コーディネーター】 
・児童生徒の実態把握と対応⇒共生的な学校経営・学級経営への反映と方針の設定 

次世代のリーダー養成研修会【教職２～９年目の中学校教員】 
・生徒指導とインクルーシブ教育 「個への支援」と「学級全体への支援」 
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10 月  リーフレット素案作成 
１月  リーフレット試案版完成 
２月  リーフレットの活用に関する意見収集 

・個別の支援教室担当研修会等（学びの場の紹介の内容は適切か） 
・教育支援委員会（委員それぞれの立場から見て） 
・幼保小連絡協議会（園や学校から見て） 
・試案版を用いての早期教育相談（保護者から見て） 
※実際に使ってみてどうか、使う立場でどうか、何より保護者から見てどうか、 
反応を見て、考えをきいて修正していく。《リーフレットを育てていく》 

本事業を行ったことによる成果 

〇本市のインクルーシブ教育推進に向けて、課題は何か、具体的に何をすべきかを考え、対象や

目的を絞って取り組むことができた。 
〇理解促進と啓発、「こんな学校っていいな」につながる校内支援体制づくりのため、対象や内容

を適切に設定した研修会を実施したことにより、その内容が各校での研修等でいかされ、実践

にもつなげることができた。 
〇「子どもたちに楽しく学校に通ってほしい」 

保護者の思いは、学校も幼稚園・保育園も地域の方々もいっしょであり、これを念頭において

進めていくことができた。 
〇「お子さんの育ちと学びをいっしょに考えましょう」 
 リーフレットには、メッセージと就学までのながれや多様な学びの場の紹介等、知りたいこと

や知っておいてほしいことを内容に、多くの関係者の意見を取り入れ、だれもが使えるもの、

理解しやすいものにしていくことができた。 

今後の課題 

・全ての教職員の意識と理解の向上のためにも研修会の実施を継続していく。研修会については、

目的を明確にし、方法や内容を工夫していく必要がある。 
・リーフレットは作成・配布して終わりにせず、みんなでいっしょに育て、活用し、より充実した

ものにしていく。そして、多くの人の目に触れ、理解したり考えたりする一助となるよう、広め

ていく方法を検討していく。 

次年度に取り組みたいこと 

◎リーフレットをさらに育て、使ってもらうこと。 
 ・リーフレットを見ながら、学校や園と保護者が、学校と地域の方々が、入学後の子どもたち

の学びや生活の姿をいっしょにイメージしたり考えたりする… このリーフレットをもと

に、みんなで話ができるようなものにする。（つなぐ、つなげる、そして、育てていくリー

フレット） 
 ・日常的に行われている「その子に合った教育」実践（各学校のよい取組）のリーフレットを

活用して、発信・紹介する。 
 

担当（さくら市教育委員会 学校教育課 吉永 恵） 
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早
期
教
育
相
談
②
（
年
長
児

対
象
）

早
期
教
育
相
談
①
（

年
中
児

対
象
）

小
学
校
入

学
に

向
け
て
発

達
や

教
育
環
境

に
つ
い
て

確
認

療
育
施
設
・
医
療
機
関
な
ど
へ
通
っ
て
い
る

場
合
、
療

育
記

録
・

検
査
結
果
（
診
断

書
・

意
見
書
）

な
ど
を
必

要
に
応
じ

て
、
さ
く
ら

市
教
育
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

就
学

ま
で

の
な

が
れ

２
月

６
月

通
っ
て
い
る
各
認
定
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
・

保
育
園
・
療
育
施
設
な
ど
の
意

見
を
聞
い

て
、

家
族
で
話
し
合
い
を
す
す
め
て
く
だ
さ
い
。

４
月

３
月

２
月

１
月

1
2月

1
0月９
月

早
期
教
育
相
談
③
（

年
長
児
対
象
）

就
学
時
健
康
診
断
に

参
加

（
通
知
は
さ
く
ら
市
教
育
委
員
会
か
ら
）

教
育
支
援
委
員
会
の
審
議
結
果
を
も
と
に
、

さ
く
ら
市
教
育
委
員
会
と
相

談
し

教
育
環
境
を
決

定
・
同

意
書

を
提
出

入
学
通
知
書
の

到
着
（
１
月

末
頃
）

・
小

学
校

：
さ

く
ら

市
教
育
委
員
会
か
ら

・
特

別
支

援
学
校
：

栃
木
県
教
育
委
員
会
か
ら

入
学
説
明
会
に
参
加

（
通
知
は
学
校
か
ら
）

入
学
式
会
場
の

見
学
相
談
な

ど

学
校
の
見

学
に

つ
い
て

・
特
別
支
援
学
級
の

見
学

を
行

っ
て

い
ま

す
。

・
実

際
に
小

学
校

に
行

き
、

授
業

の
様

子
や
教

室
の

様
子

を
見

学
し
、

先
生

か
ら

直
接
話
を
聞

く
こ

と
が

で
き

ま
す

。

・
希

望
者

に
対

し
て
教

育
委

員
会

か
ら

案
内

を
送

っ
て

い
ま

す
。

★
案

内
の
送

付
：

月
頃

★
見

学
：

月
～

月
※

学
校
と

調
整
し

決
定
。

・
特
別
支
援
学
校
で
も
、

見
学

や
体

験
学

習
を

行
っ

て
い

ま
す

。
こ

ち
ら

は
年
間
で

日
程
が

決
ま

っ
て

い
ま

す
の

で
、

詳
し

く
は

右
下

の
各

学
校

QR
コ
ー
ド
か
ら
ご
確

認
く

だ
さ

い
。

★
申

込
は
さ
く
ら
市

教
育

委
員

会
に

お
電
話

く
だ

さ
い

。
☎

02
8-
68
6-
66
20

多
様

な
学
び
の
場

が
あ
り
ま
す

そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
の
場
に
は
、
学
習
の
内
容
や
支
援
の
方
法
に
様
々
な
特
色
が
あ
り
ま
す
。

お
子

さ
ん

が
学

習
活
動
に
参

加
し

て
い
る
実

感
・
達

成
感

を
も

ち
な

が
ら

充
実

し
た
時
間

を
過
ご

せ
る

こ
と

で
持
て
る
力
を
最

大
限

に
引
き

出
し
、

生
き
る
力
を
身

に
付
け

て
い

け
る

学
び
の
場
で
あ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

個
別
の
支
援
教
室

（
押
上
小
・
熟
田
小
・
上
松
山
小
・
南
小
・
喜
連
川
小
）

・
週

に
１
～

２
時

間
、

お
子

さ
ん

の
力

や
課

題
に

合
わ

せ
、
一

対
一

で
や

り
と

り
し

な
が

ら
問

題
に
取

り
組
み

ま
す

。
基
本
的
に
は
在

籍
し

て
い

る
通

常
の
学

級
と

同
じ

内
容
の

学
習
を

し
ま

す
。

・
個
別
の

支
援
が
必

要
か
ど
う
か
は
校

内
支

援
委

員
会
で

判
断
し

ま
す

。
お
子

さ
ん

が
教

室
の

一
斉
指
導
で
も
楽

し
く
学

習
で

き
る

た
め

の
支

援
と
な
り
ま
す
が
、
学

習
の
遅

れ
を

補
填

す
る
目

的
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。

・
特

別
支

援
学

校
は

全
て
栃

木
県

が
設

置
し

て
い

ま
す

。
・
お
子

さ
ん
一

人
一

人
の
障

害
の
状

況
や
特

性
に
応
じ

て
学
習
し
ま
す
。
小
学
校
と
同
じ
内
容

の
教
科
学
習
や
、

実
際
の

生
活
に

即
し

た
内
容
を

取
り

上
げ
、

体
験

を
交

え
な
が
ら
日
常
生
活
に

必
要

な
力

や
将

来
自

立
し

て
生

活
す
る
た
め
に
必

要
な
力

を
身
に

付
け
る
た
め
の
学
習

を
行
い

ま
す

。
【
１

学
級
６
人

に
担
任
１

人
／

重
複

障
害

は
３

人
に
１

人
】

1
1月

さ
く

ら
市

か
ら

通
え

る
特

別
支

援
学

校

【
知
的
障
害
】

南
那

須
特

別
支

援
学

校
（
那
須
烏
山
市

）

【
視
覚
障
害
】

盲
学

校
（
宇
都
宮
市
）

【
聴
覚
障
害
】

聾
学

校
（
宇
都
宮
市
）

【
肢
体
不
自
由
】

の
ざ

わ
特

別
支

援
学

校
（
宇
都
宮
市
）

イ
ン
ク
ル

ー
シ

ブ
教
育

・
障

害
の
有

無
に

か
か
わ

ら
ず

、
個

人
に
必

要
な

「
合

理
的

配
慮

」
の

も
と

、
誰
し

も
が

平
等

に
教

育
を
受

け
る

仕
組

み
。

・
「

合
理

的
配

慮
」

と
は

、
教

育
の
場

だ
け

で
な

く
、

障
害

の
あ
る
人
が

様
々

な
バ

リ
ア

を
感
じ

ず
に

生
活

で
き
る
よ
う
、

負
担

が
重
す

ぎ
な

い
範

囲
で

、
障
害
の

特
性
に

合
わ

せ
た

配
慮

を
行

う
こ

と
で

す
。

４
月

中
学

校
入

学

小
学
校
入
学

入
学
後
も
学
び
の

場
の

見
直
し

が
で

き
ま
す
。
入
学
時
に

特
別
支
援
学
級
に
入
っ

て
も
、
学

年
が

か
わ

る
時
に
通

常
学
級

に
入

る
お
子
さ
ん

も
い
ま

す
。

支
援
学
級
の
見

学
秋
頃

通
常
の
学
級

・
一

般
的

な
集

団
の

学
級

で
す

。
・
様
々
な
支
援
を
必
要
と
す
る
お
子
さ
ん
の
状
態

に
応

じ
、
指

導
方

法
や

教
材
教
具
等
に
つ
い
て

工
夫
し
な
が
ら
各
教
科
等
の
学
習
を
行
い
ま
す
。

・
さ
く
ら
市
で
は
多
様
な
お
子
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に

応
え

る
た

め
、

市
独
自
で
支

援
員

を
配
置
し
て

い
ま
す
。

【
１

学
級
３
５

人
に
担

任
１
人

】

★
さ

く
ら

市
が

設
置
し

て
い

る
学
校

（
教
室
）

は

以
下
の

と
お

り
で

す
。

★
入

学
す
る
学

校
は

お
住
ま

い
の

住
所

地
で

決
ま

り
ま
す
。
特
別
な
事
情
が
無
い
限
り
、
そ
の
学

校
に

入
学

と
な

り
ま

す
。

★
留
守
家
庭
な
ど
で
住
所
地
の
学
校
に
通
う
こ
と

が
難
し
い
場
合
な
ど
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

夏
頃

特
別
支
援
学
級
（

知
的
障

害
、

自
閉
症

・
情
緒
障
害

）
★
他
に
も
視
覚
障

害
、
聴
覚
障
害
、
肢
体
不
自
由
、

病
弱
、
言
語
障
害
の
区
分
も
あ
り
ま
す
が
、

現
在
、
さ
く
ら
市

で
は
知
的
障
害

、
自
閉
症
・
情
緒
障
害
の
特
別
支
援
学

級
が
あ
り
ま
す
。

・
お
子
さ
ん
一
人
一
人
に
合
わ
せ
て

各
教
科
等
の
学
習
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
に
結
び

付
い
た
内
容

を
具
体
的
な
活
動

を
通
し
て
学
習
し
ま
す
。
小
集
団
の

中
で
、
お
子
さ
ん

一
人
一
人
の
状
態
・
特
性
に

応
じ

た
指
導
・
支

援
を
行

い
ま

す
。

・
学
校
行
事
や
学
級
活
動
等
、

通
常
の

学
級
の

友
達
と

の
交

流
活

動
も
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
教
科
等
に

よ
っ
て
は
通
常
の
学
級
で
学
習
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
【
１
学
級
８
人
に
対
し
、
担
任
１
人
】

通
級
指
導
教
室

（
氏
家
小
「
こ
と
ば
の
教
室
」
）

・
通

常
の
学

級
に

籍
を

置
き

な
が

ら
、

週
の

数
時

間
を

自
校
や
他

校
に
設

置
し
た
教

室
に

通
っ
て
、

話
し

方
な
ど
言

葉
に
関

す
る

学
習

や
、

友
達

と
の
上

手
な

や
り

取
り

や
気
持
ち

の
理

解
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
こ
と

等
の
学
習

を
行

い
ま

す
。

・
基

本
的

に
は

個
別
で

学
習
し

ま
す

が
、
内

容
に

よ
り
数
人
の
グ
ル
ー
プ
で
行
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
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ささ
くく
らら
市市
教教
育育
委委
員員
会会
事事
務務
局局
学学
校校
教教
育育
課課

〒〒
33
22
99
--
11
44
99
22

ささ
くく

らら
市市
喜喜
連連
川川
44
44
22
00
--
11

☎☎
00
22
88
--
66
88
66
--
66
66
22
00

さ
く
ら
市
役

所
相
談
で

き
る
内
容

電
話
番
号

・学
童
保
育
、
保
育
園
、
一
時

預
か
り
保
育
の
手
続
き

・児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手

当
、

こ
ど

も
政

策
課

児
童
医
療
費
助
成
に
関
す
る
こ

0
2
8
-6

8
1
-1

1
2
5

と
な

ど
・家

庭
相
談
員
が
育
児
の
悩
み
、

D
V
、
児
童
虐
待
に
関
す
る
こ
と

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

健
康
増
進
課

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

育
児
に
関
す
る
様
々
な
相

談
・保

健
師
や
助
産
師
に
よ
る
相

談 ・育
児
に
関
す
る
情
報
提
供

・保
健
医
療
、
福
祉
関
係
機
関
と

の
連
絡
や
調
整

0
2
8
-6

8
2
-2

5
8
9

福
祉
課

各
地
区
に
い
る
民
生
委
員

・児
童
委
員
と
相
談
で
き
る
窓
口

0
2
8
-6

8
1
-1

1
6
0

い
っ
し
ょ
に

考
え
ま
し
ょ
う

お
子
さ
ん
の
育
ち

と
学
び

を

一一
人人

でで
考考

ええ
るる
よよ
りり
いい
っっ
しし
ょょ

にに
話話

しし
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか
？？

こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
就
学
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
学

び
の
場

な
ど
就
学
に
関

す
る
様
々
な
情

報
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
お
子

さ
ん

が
、
「わ

か
っ
た
」「
で
き
た
」と

実
感
で
き
る
学
び
を
実

現
す
る
た

め
に
、
必
要
な
支

援
と
学
び
の
場

に
つ
い
て
い
っ
し
ょ
に
考

え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

特
別

支
援

学
級

と

特
別
支
援
学
校
っ
て
？

ほ
か
の
子

と
違

う
？

集
団

生
活

は
大

丈
夫

？

必
要
な
支
援
っ
て
？

ささ
くく
らら
市市

教教
育育

委委
員員

会会

相
談
窓
口

一
覧
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教育委員会名 下野市教育委員会 

地域支援事業名 

 子どものよさや可能性を最大限に伸ばし、共に学び支え合うインクルーシブ教育に向けて 

～きらきら輝き、共に生きる しもつけの子～ 

インクルーシブ教育システム推進における地域での課題 

本市では、目指す子ども像を実現するために、学校、家庭、地域、関係機関が、下野市特別支援

教育推進計画の基本理念を理解し、子どもの視点に立った取組を行っていきたいと考えている。

しかし、全児童生徒が障害の有無に関わらず安心して過ごせる学校づくりに向けて、具体的に何

をしていけばよいのかが共有できていない状況である。 

また、市内小・中・義務教育学校の通常の学級には、特別な支援を必要とする児童生徒が多く在

籍している。各校の特別支援教育コーディネーターは特別支援学級や通級指導教室の担当者を兼

ねており、市の学校生活支援員の数も限られている。そのため、担任一人での対応が多く、対応

に難しさを感じている学校が多い。 

インクルーシブ教育システム推進に向けての本事業の目的 

インクルーシブ教育を進めることにより、全児童生徒が障害の有無に関わらず一人一人のよさ

を発揮し、共に支え合って過ごせる学校づくりを行いたい。そのためには、子ども一人一人が、

障害の有無、学ぶ教室等に関わらず、誰もが大切で認め合える存在であることを感じることがで

きるような教育が必要である。本事業を通して、現在実施している取組について整理し、本市の

取組の改善点を明確にし、新しい視点や具体策を研究したいと考える。 

本事業の概要（本事業の内容とともに、本事業が地域のインクルーシブ教育システム推進に向けてど

のように寄与すると考えているかについて） 

・特別支援連絡協議会を立ち上げ、市内関係機関、関係課の連携により、児童生徒、保護者、教職

員への支援を行う。 

・各種研修会の実施 

特別支援教育コーディネーターや学校生活支援員の役割を確認する。 

通常の学級の担任が抱えるケースに対する対応を考えるために希望研修を実施する。 

令和４年度の実施状況（いつ頃何を行ったか） 

・ ５月 16 日（月）第１回下野市特別支援ネットワーク協議会の開催 

・ ６月 ６日（月）特別支援教育コーディネーター研修会の開催 

・ ６月 ８日（水）学校生活支援員（介助）研修会の開催 

・ ６月 20 日（月）第１回下野市特別支援教育推進研究会の開催 

・ ９月 １日（木）第２回下野市特別支援ネットワーク協議会の開催 

・ 11 月 ７日（月）第２回下野市特別支援教育推進研究会の開催 

・ 12 月 ７日（水）学校生活支援員（介助）並びに特別支援教育研修会の開催 
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本事業を行ったことによる成果 

 本事業を通して、現在実施している取組とその成果と課題を整理し、本市の取組の改善点につ

いて考えることができた。 

 本年度は、通常の学級に在籍している特別な支援を必要とする児童生徒を「困っている子」と

し、「困っている子」本人、保護者、教職員に対する取組を実施してきた。特に、「特別支援ネット

ワーク連絡協議会」を立ち上げ、協議したことにより、サポートファイル「かけはし」

（https://www.city.shimotsuke.lg.jp/0999/info-0000000234-3.html）を共有しながら、保護者

や教職員を支援するという他課と連携の方向性を確認することができた。 

 また、様々な研修を通して、特別支援教育に関わる教職員の実態や思いを把握したり、それぞ

れの役割や学校体制づくりの大切さについて確認したりすることができた。 

今後の課題 

これまでの取組を整理する中で、「『困っている子』の周囲の児童生徒」を育てるための取組が

ないことに気付いた。共生社会は全ての児童生徒で作っていくことを目指すものであるため、イ

ンクルーシブ教育は全ての児童生徒が対象である。児童生徒一人一人が、「きらきら輝き、共に生

きる しもつけの子」となるよう、これまでの取組も継続しつつ、「『困っている子』の周囲の児童

生徒」を育てるための具体的な取組が必要である。 

また、「困っている子」に対しては、支援するだけでなく、困っている部分を育てるための指導

の視点にも目を向ける必要がある。 

次年度に取り組みたいこと 

〇「『困っている子』の周囲の児童生徒」に対する取組 

〇「困っている子」に対する「困っている部分」を育てるための指導の工夫 

〇サポートファイル「かけはし」の運用 

 
担当（下野市教育委員会 学校教育課 水本 百合子） 
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資資料料．．ササポポーートトフファァイイルル「「かかけけははしし」」幼幼児児期期用用  
 

 
サポートファイル「かけはし」の例として幼児期用の書式の一部を示しました(23-28 ペ

ージを参照)。サポートファイルは、(a)幼児期用、(b)小学校１-３年用、(c)４-６年用、(d)
中学校用、 (d)青年期用までがあり、幅広い年齢層で活用できるようになっています。 
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教育委員会名 厚木市教育委員会 

地域支援事業名 

安心して共に学べる教育の推進 

インクルーシブ教育システム推進における地域での課題 

本市教育委員会では、平成 28 年度からインクルーシブ教育の推進のための研究に取り組んでい

る。 

・平成 28 年度～平成 30 年度 みんなの教室モデル事業 

・令和元年度 人権教育総合推進地域事業 

・令和２年度～ インクルーシブ教育校内支援体制整備事業 

これらの事業や教育委員会主催の研修を通して、市立全小・中学校のインクルーシブ教育への

理解は深まりつつあるが、小中一貫のインクルーシブ教育の推進には課題がある。 

インクルーシブ教育システム推進に向けての本事業の目的 

教育委員会としては、本事業への参加を通して、市立全小・中学校 36 校のインクルーシブ教育

システムの構築をさらに推進すると共に、小学校でのインクルーシブ教育の効果的な取組を中学

校区の中学校へ円滑に引き継ぎ、全ての児童が中学校に進学後も共に学び共に育つことができる

小中一貫の学習環境を整備したい。そこで、現在実施している年２回の研修会の内容・方法・実

施時期を一覧にまとめ、貴研究所に相談しながら、研修会の充実に向けた改善の手立てを研究し、

実践したい。 

本事業の概要（本事業の内容とともに、本事業が地域のインクルーシブ教育システム推進に向けてど

のように寄与すると考えているかについて） 

・インクルーシブ教育推進部会（年２回）の充実 

本市としては、本事業が市立全小・中学校 36 校のインクルーシブ教育システムの構築の一層の推

進と共に、小学校でのインクルーシブ教育の効果的な取組が中学校区の中学校へ円滑に引き継が

れ、全ての児童が中学校に進学後も共に学び共に育つことができる小中一貫の学習環境を整備す

る一助になると考えている。 

令和４年度の実施状況（いつ頃何を行ったか） 

・８月３日 第１回インクルーシブ教育推進部会 

・11 月 22 日 第 2 回インクルーシブ教育推進部会 

・６月９日、11 月 21 日 厚木市立戸室小学校訪問 

・11 月 25 日、１月 30 日 厚木市立毛利台小学校訪問 

本事業を行ったことによる成果 

各学校においてインクルーシブ教育の推進を担う教員一人ひとりのインクルーシブ教育システ

ムの構築に向けた理念に係る普遍性の部分と、各学校の実情にあった取組に係る独立性について

の理解を深めることができた。 
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今後の課題 

 本研修会後の各学校の取組についての分析を進めると共に、中学校におけるインクルーシブ教

育システムの一層の充実に向けた研究を進めることを通して、全ての児童・生徒が共に学び共に

育つことができる小中一貫の学習環境の整備を進めていくこと。 

次年度に取り組みたいこと 

・本市の「インクルーシブ教育指針」の見直し 

・市内全小中学校へのインクルーシブ教育支援員（仮称）配置のための環境整備 

・中学校におけるインクルーシブ教育システムの一層の構築のための指導・助言 

・インクルーシブ教育推進部会の一層の充実 

 
担当（厚木市教育委員会 学校教育課 川田 善久） 
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教育委員会名 葉山町教育委員会 

地域支援事業名 

支援教育推進指針の作成 

インクルーシブ教育システム推進における地域での課題 

葉山町立小・中学校の特別支援教育は、以前からインクルーシブ教育に積極的に取り組んでお

り、特別支援学級より交流級（通常級）で多く過ごすことで、共生社会の実現を目指してきた。そ

れぞれのニーズに対応するため、特別支援学級の児童・生徒一人につき町費支援員を 240 時間確

保し、生活支援や学習のサポートを行っている。また、町内の一つの小学校では、令和元年度よ

り県のインクルーシブ教育校内支援体制整備事業指定を受け、インクルーシブﾞ教育が柔軟に行わ

れるようコーディネーターが中心となって進めているところである。しかしながら、町全体とし

て見ると、特別支援教育が必要な児童、生徒にとって意義のあるインクルーシブ教育の実践が図

られているとは言い難く、目的が曖昧になっている現状がある。保護者からのインクルーシブ教

育の要望が高まる中、さらには、通常の学級を含めた多様な学びの場で、特別支援教育の重要性

を感じている教員が多くいる中、学校として誰がどのようにコーディネートしていけばよいのか、

指導体制の構築が喫緊の課題となっている。 

インクルーシブ教育システム推進に向けての本事業の目的 

以前から、各小・中学校で行われてきた特別支援教育の成果や課題を洗い出し、葉山町として

のインクルーシブ教育のあり方を整理する必要がある。さらに、特別支援学級の入級希望児童生

徒の増加や通級指導教室の通室希望児童の増加が顕著であることから、指導者の専門性の向上や

各支援関係機関の連携のシステム化が急務である。これらのことから、本事業に関わる特総研の

研究員に助言を受けながら、葉山町のインクルーシブ教育を整理し、町としての支援教育の指針

となるものを作成することが目的である。 

本事業の概要（本事業の内容とともに、本事業が地域のインクルーシブ教育システム推進に向けてど

のように寄与すると考えているかについて） 

支援教育推進指針を作成する中で、本事業担当の特総研研究員による助言や指導を受け、ブラ

ッシュアップした指針の作成を目指す。また、他自治体の支援教育指針の中から参考になるよう

なものや国の方針等の情報を得る。 

令和４年度の実施状況（いつ頃何を行ったか） 

支援教育推進指針作成に向けた推進会議の開催 

第 1 回： 6 月 13 日（月） 

    ・項目及び目次の確認・事務局より提案 

    ・葉山町の特別支援学級、通級指導教室、教育支援教室の現状について教職員より報告 

第２回： 10 月 27 日（木） 

    ・前回からの修正等を反映し確認する。 

    ・全体を通した質疑、意見を聞き反映する。 

第３回： 令和５年 2 月 13 日（月） 

    ・最終確認 
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本事業を行ったことによる成果 

現在までの支援教育体制を整理することができた。 

本町における支援教育体制をさらに充実していくために、通常の学級、特別支援学級、通級指

導教室、教育支援教室における現状や課題と方策について話し合い、明文化することができた。 

 特別支援教育のみならず、近年増加している不登校や通級指導教室のニーズ等についての課題

や方策を話し合うことができた。 

 今年度策定した『葉山町支援教育推進指針』を今後ホームページにアップし、広く普及してい

く。さらに、町立学校教職員が出席する様々な担当者会において周知していく。 

今後の課題 

 今後、インクルーシブ教育の進展をふまえ、社会情勢や児童生徒の教育ニーズの変化及び、そ

の時々の状況に的確に対応した特別支援教育のあり方を常に検討していく。今年度作成した支援

教育推進指針は完成形ではなく、次年度以降も内容を見直し、現状に即した指針に作り変えてい

く必要がある。 

次年度に取り組みたいこと 

〇不登校児童生徒の実態把握と分析に取り組んでいく。 

〇個別の指導計画を町全体で統一するために、特別支援学級担当者で話し合っていく。 

〇中学生を対象とする通級指導教室の有無について検討していく。 

 
担当（葉山町教育委員会 学校教育課 松本 美穂） 
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教育委員会名 須坂市教育委員会 

地域支援事業名 

園から小学校への切れ目のない体制づくり 

インクルーシブ教育システム推進における地域での課題 

同じ子どもの姿を見たとき、保育士と教職員のとらえ方に認識の違いがあり、指導・支援の方
向が大きく異なっている。「幼児教育を担う者と学校教育を担う者、それぞれの思いや考え方の違
いが、幼稚園や保育園から小学校へとつながる子ども達の学びの連続性に影響を与えているので
はないか」と考えられる。 

小学校校長会と園長会で保育園と小学校の接続について検討し、保育士と教職員がそれぞれの
学びの場としての目的や成長・発達の過程を知るとともに、個々の特性について多面的に見るこ
とで、学びの主体である子どもの多様な学びを受け入れ対応していくことが必要であると考える。 

保育園を卒園し小学校に入学すると、遊び中心の生活から教科学習を中心とした生活に大きく
環境も質も変わっていく。そういった中で、子どもをみる視点や支援の在り方など、保育園で大
切にしていることを小学校も引き継いでいくことが必要である。また、インクルーシブ教育シス
テム構築にかかわる研修で、子どもとのかかわり方について学んだことを実践し、小学校入学に
際して配慮を要する子どもについての情報伝達といった個別のことだけでなく、保育園の保育内
容や学校の教育内容、保育士や教員の願いや思いなどについても共通理解していくことが大切だ
と考える。 

インクルーシブ教育システム推進に向けての本事業の目的 

インクルーシブ教育システムを基盤とした幼稚園や保育園（以下、「園」と記す）から小学校（以
下、「小」と記す）への接続について研修を深め、学びの主体である子どもが、連続した学びを創
り出していく接続の取組を園小で連携して進めていくことを目的とする。観点として「子ども観
の共有」と「支援のあり方（目線）の見直し」を考えている。 

本事業の概要（本事業の内容とともに、本事業が地域のインクルーシブ教育システム推進に向けてど

のように寄与すると考えているかについて） 

◎園小が共に、子どもの姿で語れる場を設定することから、スムーズな移行が推進されると考え
る。また、子ども（園と学校）を中心にそれぞれの機関が情報共有するなどつながる体制づくり
により多様な対応を可能にしたいと考えている。 

○校長会・園長会合同の園小連携推進会議の開催 
⇒「学び」のつながり（連続性）の理解と共有、園小交流の推進 

○園小それぞれの学びや評価についての理解（幼保園小連絡会等での園小の交流） 
⇒園小一緒に「入学の手引き」の改訂、スタートカリキュラム、アプローチカリキュラムの作 
成 
子どもの姿から、その子の「特性」支援のあり方についての協議 

○インクルーシブ教育システム構築にかかわる研修 
⇒園小の保育士と教職員が同じ講演を聴く機会を設定。講演会や研修動画の活用した園小の職

員の共通認識や情報共有。これまでの取組をインクルーシブ教育システムの視点から見直し、
子ども達が同じ場で共に学ぶ環境を追究。 

○園小をつなげる体制：すこやか訪問による園小接続（子ども課、福祉課、学校教育課の連携） 
 ⇒市内全園、全小学校を訪問。来入児や１年生の様子の情報共有。年中保護者への教育相談説

明の実施。 
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令和４年度の実施状況（いつ頃何を行ったか） 

４月  
 
 
 
 

４月～５月 
５月～７月 
  
６月 
 
 
 
 
 
７月～８月 
 

  
 
 
 
７月～９月 
 
 
 
 
 
10 月 
 
11 月～12 月 
 
12 月 
 
 
12 月～１月 
 
 
 
 
３月 

○「特別支援教育とは？」 
・特別支援保育にかかわる保育士、教員補助員対象の研修会の実施 
○園小連携推進会議①（市内全小学校長と市内全園長との合同研修会） 
・モデル校での実践計画、「入学のしおり」の見直し 
 
□すこやか相談「園」訪問① 
□すこやか相談「小学校１年」訪問 
 
○幼保園小連携連絡会（小学校単位）：連携が日常的に行える関係づくり 
○子ども課主催（保育士対象）の講演会 

「『共生社会の担い手を育む』を保育・教育の合言葉に～一人一人が尊重される
インクルーシブな保育・教育～」  

  講師：特総研インクルーシブ教育システム推進センター研究員 
 
○小学校職員による幼保園での保育研修、保育士による小学校の授業参観 
○園小連携推進会議②（市内全小学校長と市内全園長参加） 
・モデル校での実践報告 ・アプローチ、スタートカリキュラムについて意見交換 
・特総研の研修動画の紹介 
「インクルーシブ教育システムが機能発揮するために」の研修 
 
○夏のオンライン研修  

「一人一人を大切にした指導･支援」 
講師：特総研インクルーシブ教育システム推進センター研究員 

・学校ごとに振り返り等の会を設け、アンケートを集計して会の資料として活用 
□すこやか相談「園」訪問②  
 
○園小入学前書類作成委員会「入学のしおり」改訂版の作成（原案審議等） 
 
□すこやか相談「園」訪問③ 
 
○園小連携推進会議③（市内全小学校長と市内全園長参加） 
・園小接続実践事例の報告・各校、各園での取組の報告(成果、課題等) 
・研修「幼児期の学びを園・小で共有化（１０の姿を手がかりに）」 
○「インクルーシブ教育システム構築」への取組等についての園、小・中学校の見

返し 
□すこやか相談「小学校」訪問(移行支援シートによるＲ５年度入学児の情報共有） 
○「園小接続・連携」についての来年度の見通し(各園小)の確認 
 
○園小入学前書類作成委員会「入学のしおり」改訂版紹介（市校長会、園長会） 
□すこやか相談、小学校との情報共有（Ｒ５年度来入児のすこやか相談対象児） 
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本事業を行ったことによる成果 

学びの連続性を視点に「目の前の子どもの姿（事実）」をどうとらえ、どのように指導･支援して
いるか・していくかについて園小で意見交換し、よりよいあり方の模索が始まった。一人一人の
特性をとらえて、子どもが共に育つ場や環境づくりの大切さが共有されてきた。 
(1) 子どもの姿から 
○人がつながる。人とつながる機会ができ、安心して入学してきている。園小職員の情報交換も 

密に行っているため、不適応と見られる行動にも対応できてきた。  
○相手意識を持って関わろうとする気持ちを育む効果が大きい。 
(2) 教職員の姿から 
○園長と校長とが構えずに子どもや小学校の教育について話ができるようになり、園小の職員の

行き来を活発にすることで園児･児童の成長や学びが連続していることが実感できた。 
○園小接続について、子どもの立場に立って考えることが更に増え、園でのめざす育ちの姿を知

ることで、小学校での支援のあり方を、園と繋げて考えようとする言動が出てきた。また、子ど
もの実態とあわせて、保育者への支援や環境への配慮等の情報共有ができた。 

○スタートカリキュラムにより、新任の１年生担任が「小学校の生活スタイルを教える」のでは
なく「園での育ちをつなぐ」意識で見通しを持ち１学期のスタートができた。 

○園小接続カリキュラムの作成を通して、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿や園小で願う子
どもの姿、園小で認知能力と絡めた非認知能力の育成を大切にすること等を確認することがで
きた。また、接続期の保育園の活動と関連付く小学校の教科･領域、行事等を知ることができた。 

今後の課題 

「継続」「深まり」「つながり」 
○すべての教職員・保育士の当事者意識と子どもをとらえる力 

・子どもの成長を長いスパンで見られる資質能力を身につける。 
○スタートカリキュラム、アプローチカリキュラムの作成状況の差 
○管理職の創造性・企画力・計画性 
○私立園との連携や交流の促進 

次年度に取り組みたいこと 

○施設間や校種間、機関同士の糊代を厚くして連携していけるようにコーディネートする。 
・現在それぞれが行っていることを整理し、体系的に整備して体制づくりを進める。 
・実際に子どもの姿に触れ、園や小学校、支援学校の先生方と話をして行動の意味を考えながら、

人と人、取組と取組、機関と機関とをつむいでいく。 
○園小接続に向けた連携した取り組みを、継続しながら更新していく。 
・４月の園小連携協議会の折に小学校と交流園で集まって、１年間の計画を立てる。 
・推進が進んでいる学校の取り組みについて共有し、教育計画(運営計画)に入れて見通しを持つ。 
・スタートカリキュラム・アプローチカリキュラム市が最低限共有する要件を確認し、作成する。 
○子どもの成長にかかわる支援の在り方や環境因子(家庭、集団等)についての確実な引き継ぎ。 
○教職員・保育士の資質能力の向上に向けた研修等の取組や内容の工夫。 
○園小のお便り(通信)交換を行う。 

 

担当（須坂市教育委員会 学校教育課 松木 智子） 
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交 流 連 携
連 携

Ａ
保

育
園

・
Ｂ

保
育

園
・

Ｃ
小

学
校

　　
接接

続続
期期

((アア
ププ

ロロ
ーー

チチ
・・

スス
タタ

ーー
トト

））
カカ

リリ
キキ

ュュ
ララ

ムム
  ～～

子子
どど

もも
のの

育育
ちち

をを
つつ

なな
ぐぐ

～～
（（

RR
４４

ｰー
RR

５５
年年

度度
））

交 流

3
月

　　
ＡＡ
保保

育育
園園

・・
ＢＢ
保保

育育
園園

　　
接接

続続
（（
アア
ププ
ロロ
ーー
チチ
））
カカ
リリ
キキ
ュュ
ララ
ムム
　　
　　
　　
　　
　　

　　
ＣＣ
小小

学学
校校

　　
接接

続続
（（
スス
タタ
ーー
トト
））
カカ
リリ
キキ
ュュ
ララ
ムム

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

7
月

　
4
月

5
月

6
月

○ 活 動 名 　 ・ ね ら い

○ 教 科 （ 単 元 名 ） 　 ・ ね ら い 　 　 ◇ 行 事 　 ・ ね ら い

（（
幼幼

児児
期期

のの
終終
わわ
りり
まま
でで
にに
））育育

っっ
てて
ほほ
しし
いい
姿姿

【【
保保

育育
園園

指指
導導

要要
領領
よよ
りり
】】

『『
主主

体体
的的

なな
子子

どど
もも

のの
育育

成成
』』

○
進

ん
で

考
え

、
自

己
決

定
で

き
る

子
ど

も

○
活

動
に

ひ
た

り
込

み
、

集
中

し
て

取
り

組
め

る
子

ど
も

○
他

者
と

の
関

わ
り

の
中

で
、

自
分

ら
し

さ
を

発
揮

で
き

る
子

ど
も

Ａ
保
育
園
・
Ｂ
保
育
園
と
Ｃ
小
学
校
で
願
う
子
ど
も
の
姿

運
動
会

・保
育

園
で
の
遊

び
と
生

活
経

験
を
踏

ま
え
、
生

活
科

を
中

心
と
し
た
合

科
的

・関
連

的
な
学

習
展

開
を
図

る
。

・入
学

当
初

は
、
１
つ
の
活

動
を
1
5
～

2
0
分

程
度

で
行

い
、
徐

々
に
活

動
時

間
を
延

ば
し
て
い
く
。

道道
徳徳

性性
・・
規規

範範
意意

識識
のの

芽芽
生生

ええ

健健
康康

なな
心心

とと
体体

思思
考考

力力
のの

芽芽
生生

ええ

自自
立立

心心
協協

同同
性性

社社
会会

生生
活活

とと
のの

関関
わわ

りり

自自
然然

とと
のの

関関
わわ

りり
・・

生生
命命

尊尊
重重

数数
量量

やや
図図

形形
、、
標標

識識
やや

文文
字字

なな
どど

のの
関関

心心
・・
感感

覚覚

豊豊
かか

なな
感感

性性
とと
表表

現現
言言

葉葉
にに
よよ
るる
伝伝

ええ
合合

いい

幼
保
小
連
絡
会
②

来
入
児
保
護
者
会

幼
保
小
連
絡
会
①

音
楽
会
を
見
に
行
こ
う

来
入
児
健
康
診

学
校
見
学
を
し
よ
う

入
学
式
会
場
・
教
室
下
見

小
学
校
職
員
保
育
研
修

保
育
園
職
員
小
学
校
研

校
園
長
会
②

校
園
長
会
①

中
学
校
区
学
校
保
健
委
会

七
夕

飾
り
を
作

ろ
う

年
長
さ
ん
を
招
待
し
よ
う

プ
ー
ル
で
遊
ぼ
う

来
入
児
発
達
検
査

秋
さ
が
し
を
し
よ
う

○
運
動
会
遊
び
を
し
よ
う

・
く
り
返

し
遊

ぶ
中

で
、
楽

し
さ

や
達
成
感
を
味
わ
う
。

・
友
だ
ち
と
一
緒
に
運
動
し
た

り
、
遊

ん
だ
り
す
る
こ
と
を
通

し
て
、
相
手
を
思
い
や
る
こ
と

を
高

め
る
。

・
経
験
し
た
こ
と
、
楽
し
か
っ
た

こ
と
を
友
だ
ち
や
保
育
士
に

た
く
さ
ん
話

す
。

・
楽
し
か
っ
た
こ
と
や
描
き
た

い
も
の
を
絵
で
表
現
す
る
。

○
秋
さ
が
し
を
し
よ
う

・
い
ろ
い
ろ
な
秋
の
自
然
に
ふ
れ
、
遊
び
や
制
作
を

通
し
て
、
季
節
の
変
化
に
気
づ
く
。

・
製

作
の

素
材

を
集

め
た
り
、
選
ん
だ
り
し
て
工

夫

し
て
作
る
。

・
小
さ
い
子
の
手
を
引
き
、
散
歩
や
遠
足
に
出
か
け
、

お
世

話
を
し
た
り
、
共
に
楽

し
ん
だ
り
す
る
。

認
知

能
力

と
絡

め
た
非

認
知

能
力

の
育

成
を
め
ざ
す

○
芋

掘
り
・
焼

き
い
も
会

を
し
よ
う

・
世

話
し
た
サ

ツ
マ
イ
モ
の

芋
掘

り
を
通

じ
て
、
収

穫
の
喜
び
を
味
わ
う
。

・
サ
ツ
マ
イ
モ
の
大
き
さ
や
数
、
形
に
興
味
を
も
つ
。

・
サ

ツ
マ
イ
モ
の

ツ
ル

を
利

用
し
た
リ
ー
ズ
作

り
に

を
楽

し
む
。

・
焼

き
い
も
会

の
準

備
を
手

伝
っ
た
り
、
小

さ
い
子

に
焼
き
い
も
を
ふ
る
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
自
己

有
用
感
を
高
め
る
。

絵
本
を
見
る
・
読
み
聞
か
せ
・
・
・
絵
本
や
紙
芝
居
・
童
話
に
親
し
み
、
話
の
世
界
に
ひ
た
り
込
ん
だ
り
、
言
葉
の
お
も
し
ろ
さ
を
楽
し
む

歌
を
う
た
う
・
・
・
友

だ
ち
と
一

緒
に
歌

い
、
音

楽
に
合

わ
せ

て
リ
ズ
ム
を
取

っ
た
り
、
体

を
動

か
す
こ
と
を
楽

し
む

○
い
ろ
い
ろ
な
運

動
遊

び
を
楽

し
も
う

・
サ
ッ
カ
ー
・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
・
縄
跳
び
・
鬼
ご
っ
こ
・
竹
馬
・
ホ
ッ
ピ
ン
グ
・

鉄
棒

な
ど
と
を
通

し
て
、
戸

外
で
思

い
き
り
体

を
動

か
し
て
遊

ぶ
。

・
友
だ
ち
と
一
緒
に
ル
ー
ル
の
あ
る
遊
び
を
楽
し
む
。

・
自

分
の

意
見

を
言

っ
た
り
、
相

手
の

意
見

を
受

け
入

れ
た
り
し
て
、

協
力

し
て
遊

ぶ
。

○
発
表
会
を
し
よ
う

・
友
だ
ち
と
共
通
の
目
的
を
も
ち
、
イ
メ
ー
ジ
を

膨
ら
ま
せ
な
が
ら
、
同
じ
役
割
の
友
だ
ち
と
、
必

要
な
も
の
を
作

っ
た
り
、
練

習
を
し
た
り
し
て
楽

し
む
。

・
発

表
遊

び
に
く
り
返

し
取

り
組

む
中

で
、
自
分

の
思
い
を
主
張
し
た
り
、
友
だ
ち
の
話
も
聞
こ
う

と
す
る
。
ま
た
、
表
現
の
仕
方
や
声
の
大
き
さ

な
ど
、
友
だ
ち
の
良
さ
や
頑
張
り
を
伝
え
合
う
。

・
劇
や
オ
ペ
レ
ッ
タ
、
歌
、
合
奏
等
、
友
だ
ち
と

共
に
創
り
上
げ
た
喜
び
を
味
わ
う
。

○
冬

（
雪

・
氷

・
霜

柱
等

）
の

遊
び
を
し
よ
う

・
冬

の
自

然
現

象
に
関

心
を
も
ち
、
氷
を
割

っ
た
り
、
つ
ら
ら
を
見

つ
け

た
り
、
霜

柱
を
踏

ん
だ
り
し
て
、
触

れ
た
り
、
試

し
た
り
し
な
が

ら
遊

び

に
取
り
入
れ
る
。

・
雪
合
戦
、
雪
だ
る
ま
作
り
、
ソ
リ
遊
び
な
ど
、
異
年
齢
の
友
だ
ち
と
も

雪
遊

び
を
楽

し
む
。

○
お
正
月
遊
び
を
し
よ

う ・
カ
ル
タ
・
ト
ラ
ン
プ
・
こ
ま
・

す
ご
ろ
く
・
た
こ
あ
げ
な
ど
、

お
正
月
遊
び
に
興
味
を
も

ち
、
友
だ
ち
と
楽
し
む
。

・
遊
び
の
中
で
文
字
や
数

に
関
心
を
も
つ
。

・
遊

び
ル

ー
ル

を
知

り
、

ル
ー
ル

を
守

っ
て
友

だ
ち

を
一
緒
に
遊
ぶ
。

・
自
分
た
ち
で
準
備
や
片

付
け
を
行
う
。

○
豆

ま
き
を
し
よ
う

・
絵
本
や
紙
芝
居
等
を
通
し

て
節

分
の

意
味

を
し
り
、
伝

統
行
事
に
関
心
を
も
つ
。

・
い
ろ
い
ろ
な
材

料
を
使

っ

て
鬼

の
お
面

作
り
を
楽

し
む
。

・
役

割
を
決

め
、
同

年
齢

、

異
年
齢
の
友
だ
ち
と
豆
ま
き

を
楽

し
む
。

・
数
に
関
心
を
も
ち
、
豆
の

数
を
数
え
る
。

○
春
さ
が
し
を
し
よ
う

・
園
庭
の
木
々
や
花
壇
の
花
の
変
化

に
気
づ
き
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
。

・
散
歩
に
出
か
け
、
日
差
し
や
草
木
、

雪
解

け
の

様
子

を
見

て
春

の
訪

れ
に

気
づ
く
。

○
卒

園
に
向

け
て

・
卒
園
へ
の
気
持
ち
を
高
め
る
と
と
も
に
小
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
に
期
待
を
も
つ
。

・
自
分
の
願
い
を
も
ち
、
卒
園
製
作
や
ア
ル
バ
ム
作
り
を
行
う
。

・
園

生
活

を
ふ

り
返

っ
て
、
自

分
の

成
長

に
気

づ
く
。

・
家

族
や

先
生

、
友

だ
ち
、
地

域
の

方
等

、
お
世

話
に
な
っ
た
方

と
の

関
わ

り
を
ふ

り
返

り
、
感

謝
の

気
持

ち

を
伝

え
る
。

・
送

る
会

に
向

け
、
年

下
の

友
だ
ち
へ

に
感

謝
の

気
持

ち
を
も
ち
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
作

っ
た
り
、
歌

や
ダ
ン
ス
、

ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て
、
と
も
に
送
る
会
を
楽
し
む
。

・
卒
園
式
に
向
け
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
や
心
に
残
っ
た
こ
と
、
小
学
校
へ
の
期
待
を
呼
び
か
け
で
発
表
し
た
り
、

友
だ
ち
と
気
持
ち
を
込
め
て
歌
っ
た
り
す
る
。

○
ひ
な
祭

り
を
し
よ
う

・
絵

本
や

紙
芝

居
等

を
通

し
て
桃

の

節
句

の
意

味
を
知

り
、
伝

統
行

事
に

関
心

を
も
つ
。

・
ひ
な
飾

り
を
作
っ
た
り
飾

っ
た
り
し
て
、

ひ
な
祭

り
を
楽

し
む
。

○
運
動
遊
び
を
楽

し
も
う

・
春

の
暖

か
さ
を
感

じ
な
が

ら
、

ボ
ー
ル
遊
び
、
縄
跳
び
、
鬼

ご
っ
こ
な
ど
天
気
の
い
い
日
に

は
元
気
に
遊
ぶ
。

・
異
年
齢
の
友
だ
ち
と
遊
ぶ
。

○
生
活
（
学
校
探
検
を
し
よ
う
）

・
２
年

生
の

案
内

で
、
先

生
を
知

る
。
校
内
の
施
設
名
や
利
用
の

仕
方
を
知
る
。

・
２
年
生
と
の
交
流
を
深
め
る
。

○
生

活
（
き
れ

い
に
さ
い
て
ね

）
・
朝
顔
の
種
に
興
味
を
も
ち
、
育
て
る
意
欲
を
も
つ
。

・
成
長
し
て
い
く
朝
顔
に
親
し
み
を
も
ち
、
植
物
の
命
を
感
じ
取
る
。

・
成

長
し
て
い
く
こ
と
、
花

が
咲

く
こ
と
を
楽

し
み

に
し
な
が

ら
、
自

分
で
世

話
を
し
た
り
、
観

察
を
し
た
り
し
て
、
朝

顔
へ
の
思
い
を
絵
や
言
葉
で
あ
た
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。

◇
入

学
式

・
入
学
を
祝
い
、
先
生
や
友
だ

ち
と
の
出
会
い
や
小
学
校
生
活

に
期
待
を
も
つ
。

◇
１
年
生
を
迎
え
る
会

・
上
級
生
の
発
表
や
学
校
紹
介
、

交
流

活
動

を
通

じ
て
、
学

校
生

活
へ
の
期
待
を
高
め
る
。

◇
な
か
よ
し
旬
間

・
い
じ
め
や

仲
良

し
に
つ
い
て
考

え
、
学

校
生

活
を
楽

し
く
送

れ
る

よ
う
に
す
る
。

◇
読

書
週

間
・
図
書
館
の
利
用
の
仕
方
や
図

書
館
に
あ
る
本
に
つ
い
て
知
る
。

◇
プ
ー
ル

開
き
・
清

掃
・
プ
ー
ル
利
用
の
き
ま
り
に
つ

い
て
知
る
。
水
遊
び
に
期
待

を
も
つ
。

◇
運

動
会

・
運
動
に
親
し
み
、
今
も
っ
て

い
る
力

を
存

分
に
発

揮
で
き

る
よ
う
に
練
習
に
取
り
組
む
。

【
遊

び
】
と
【
自

習
進

度
学

習
】

・
保
育
園
で
ね
ら
う
【
遊
び
の
時

間
】
「
自
ら
遊
び
を
選
択
し
、
素
材

や
道

具
、
場

を
選

び
な
が

ら
、
自

己
の

ペ
ー
ス
で
、
主

体
的

に
遊

ぶ
。
」
小
学
校
で
ね
ら
う
【
自
由
進

度
学
習
】
「
問
い
を
も
ち
、
見
通
し

を
立

て
て
、
学

び
方

を
選

択
し
な

が
ら
、
自

己
の

ペ
ー
ス
で
自

律
的

に
学
ぶ
。
」
と
の
共
通
性
が
高
い
こ

と
か
ら
、
入
学
当
初
よ
り
、
積
極
的

に
自
由
進
度
学
習
を
取
り
入
れ
た

授
業

づ
く
り
を
進

め
る
。

○
生
活
（
は
る
と
な

か
よ
し
）

・
校
庭
や
中
庭
・
校
外

に
出
か
け
、
木
々
や

草
花

・
虫

・
鳥

な
ど
の

生
命
と
の
出
会
い
を

通
じ
、
春
を
感
じ
る
。

○
生
活
（
た
ん
ご
の
せ
っ

く
）
○
図
工
（
ち
ょ
き
ち
ょ
き

か
ざ
り
）

・
丹
後
の
節
句
の
由
来
を
知

り
、
伝

統
行

事
に
関

心
を
も

つ
。

・
こ
い
の
ぼ
り
を
作
る
。
〔
自

由
進
度
学
習
〕

○
生

活
（
野

菜
を
育

て
よ
う
）

・
園

で
の

経
験

を
思

い
出

し
た
り
、
自

分
た
ち
で
調

べ
た
り
し
て
、
育
て
る
作

物
を
決

め
、

種
ま
き
や
苗
の
移
植
を
行
う
。

・
友
だ
ち
と
協
力
し
、
水
や
り
、
草
取
り
等
、
世
話
を
続
け
る
。

○
生
活
（
た
な
ば
た
）
○
図
工
（
ち
ょ
き
ち
ょ
き
か
ざ
り
）

○
音
楽
（
た
な
ば
た
）

・
七

夕
の

由
来

を
知

り
、
伝

統
行

事
に
関

心
を
も
つ
。

・
願

い
事

を
考

え
た
り
、
七

夕
飾

り
を
作

っ
た
り
す
る
。

・
七

夕
飾

り
を
来

入
児

と
一

緒
に
作

っ
た
り
、
作
り
方

を
教

え
た
り
す
る
。

・
「
七
夕
」
の
歌
を
歌
う
。

○
図
工
（
か
き
た
い
も
の
な
あ
に
）

・
自
分
が
興
味
あ
る
人
や
も
の
の
様

子
を
描

く
。
〔
自

由
進

度
学

習
〕

○
図
工
（
す
な
や
つ
ち
と
な
か
よ
し
）

・
砂

場
で
山

に
し
た
り
掘

っ
た
り
、
水
を
流

し
た

り
し
て
、
友

だ
ち
と
関

わ
り
な
が
ら
楽

し
く
遊
ぶ
。

○
学

級
（
き
ゅ
う
し
ょ
く
や

そ
う
じ
の

し
か

た
を
お
ぼ

え
よ
う
）

○
音

楽
（
う
た
っ
て
お
ど
っ
て
な
か

よ
く
な
ろ
う
）
・
体

を
動

か
し
な
が

ら
、
友

だ
ち
と
楽

し
く
歌

う
。
（
は

く
を
か

ん
じ
と
ろ
う
）
・
手

足
を
つ
か

っ
て
リ
ズ
ム
を
と
る
。

○
算

数
（
か

ず
と
す
う
じ
）

・
数
や
数
字
に
興
味
を
も
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
数
え
る
。

○
国

語
【
Ｍ
ＩＭ

】
（
ひ
ら
が
な
や

こ
と
ば

を
お
ぼ
え
よ
う
）
（
ぶ

ん
を
か

こ
う
）
・
文
字
や
言
葉
に
関
心
を
も
ち
、
正
し
く
書
い
た
り
、
文
を
書
い
た
り
す
る
。

○
算
数
（
い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち
）
〔
自
由
進
度
学
習
〕

・
三

角
や

四
角

な
ど
様

々
な
形

に
興

味
を
も
ち
、
分

け
た
り
、
組

み
合

わ
せ

た
り
す
る
。

○
学

級
（
と
し
ょ
か

ん
の

つ
か

い
か

た
）

○
学

級
（
ぷ

ー
る
と
み

ず
の

き
け
ん
）
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き
ゅ
う
し
ょ
く

ひ
る
や
す

給
⾷
・
昼
休
み

じ
か
ん
め

３
・
４
時
間
⽬

や
す

じ
か
ん

休
み
時
間

じ
か
ん
め

１
・
２
時
間
⽬

あ
さ

か
い

朝
の
会

と
う
こ
う

登
校

げ
こ
う

下
校

そ
う
じ

か
え

か
い

帰
り
の
会

じ
か
ん
め

５
時
間
⽬

こ
うつ

うあ
ん
ぜ
ん

交
通
安
全
に

き
つ

気
を
付
け
て

と
うこ

う
登
校
し
よ
う

お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
!

い ⾔
え
る
か
な
?

べ
ん
き
ょう

勉
強
を
す
る
よ
！

い
っ
し
ょ

み
ん
な
と
⼀
緒
に

た
の

ま
な

楽
し
く
学
ぼ
う
！

き
ぶ
ん

り
ふ

れ
っ

し
ゅ

気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
!

か
ら
だ

体
を
う
ご
か
し
て

お
も 思
い
き
り
あ
そ
ぼ
う
！

き
ゅ
うし

ょく

お
た
の
し
み
の
給
⾷
！

あ
れ
も
こ
れ
も た

お
い
し
く
⾷
べ
よ
う
ね

き
ょう
りょ
く

み
ん
な
で
協
⼒
し
て

が
っ
こ
う

学
校
を

き
れ
い
に
し
よ
う
！

あ
し
た

よ
て
い

か
くに

ん

明
⽇
の
予
定
を
確
認
！

さ
よ
う
な
ら
の
あ
い
さ
つ
も

え
が
お

に
こ
に
こ
笑
顔
で
ね

あ
し
た

明
⽇
も
ま
た

げ
ん
き

元
気
に

あ 会
お
う
ね
！

⼩
学
校
１
年
⽣
の
１
⽇
は
、
こ
ん
な
⽣
活
で
す

⼩
学
校
に
は
、
例
え
ば
こ
ん
な
⾏
事
も
あ
り
ま
す
よ

も
くて

き
ち

む
あ
る

⽬
的
地
に
向
か
っ
て
、
み
ん
な
で
歩
き
ま
す
。

ひ
る

な
か
よ

べ
ん
と
う

た

お
昼
は
、
み
ん
な
で
仲
良
く
お
弁
当
を
⾷
べ
る
ん
だ
よ
。

うん
ど
うか

い
お
お

こ
うて

い
た
ま
い

運
動
会
は
、
⼤
き
な
校
庭
で
か
け
っ
こ
や
⽟
⼊
れ
な
ど
を

あ
か
ぐ
み

し
ろ
ぐ
み

す
る
よ
。
⾚
組
⽩
組
、
ど
ち
ら
も
が
ん
ば
っ
て
！

じ
ど
うか

い
ぎ
ょう
じ

に
い

ね
え

児
童
会
の
⾏
事
も
あ
り
ま
す
。
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん

い
っ
し
ょ

た
の

か
つ
ど
う

と
⼀
緒
に
、
楽
し
く
あ
そ
ん
だ
り
活
動
を
し
た
り
す
る
よ
。

お
ん
が
くか

い
こ
こ
ろ

あ
え
ん
そ
う

⾳
楽
会
は
、
み
ん
な
で
⼼
を
合
わ
せ
て
演
奏
し
ま
す
。

れ
ん
し
ゅ
う

す
て
き

は
っ
ぴ
ょう

た
く
さ
ん
練
習
し
て
、
素
敵
に
発
表
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

し
ょう
が
っ
こ
う

お
お

⼩
学
校
の
プ
ー
ル
は
、
と
て
も
⼤
き
い
で
す
よ
。

な
つ

あ
つ

ひ
き

も

夏
の
暑
い
⽇
の
プ
ー
ル
は
、
と
て
も
気
持
ち
が
い
い
で
す
！

け
ん
こ
う

せ
ん
も
ん

せ
ん
せ
い

お
し

健
康
の
こ
と
に
つ
い
て
、
専
⾨
の
先
⽣
が
教
え
て
く
れ
ま
す
。

げ
ん
き

が
っ
こ
うせ

い
か
つ

お
く

み
ん
な
が
、
元
気
に
学
校
⽣
活
を
送
れ
る
よ
う
に
ね
。

自
分
の
持

ち
物
を

整
頓
し

て
い
た

ら

一
人
で
服

の
着
替

え
を
し

て
い
た

ら

食
事
が
自

分
で
食

べ
ら
れ

た
ら

一
人
で
ト

イ
レ
に

行
け
た

ら

⾃
分
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
考
え
た
り
、

⾃
分
も
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
気
持
ち
や
満
⾜
感
の
育

ち
に
つ
な
が
り
ま
す
。

自
分
の
持

ち
物
を

整
頓
し

て
い
た

ら

一
人
で
服

の
着
替

え
を
し

て
い
た

ら

食
事
が
自

分
で
食

べ
ら
れ

た
ら

一
人
で
ト

イ
レ
に

行
け
た

ら

⾃
分
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
考
え
た
り
、

⾃
分
も
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
気
持
ち
や
満
⾜
感
の
育

ち
に
つ
な
が
り
ま
す
。

⾃
⽴
⼼

健
康
な

⼼
と
体

や
っ
て
「

よ
い
こ

と
・
悪

い
こ
と

」
が
わ

か
っ
て

き
た
ら

⼈
や
も
の
、
⾃
然
な
ど
を
⼤
切
に
し
た
り
み
ん
な
で
よ
り
よ

く
⽣
き
よ
う
と
し
た
り
す
る
⼒
の
育
ち
に
つ
な
が
り
ま
す
。

や
っ
て
「

よ
い
こ

と
・
悪

い
こ
と

」
が
わ

か
っ
て

き
た
ら

⼈
や
も
の
、
⾃
然
な
ど
を
⼤
切
に
し
た
り
み
ん
な
で
よ
り
よ

く
⽣
き
よ
う
と
し
た
り
す
る
⼒
の
育
ち
に
つ
な
が
り
ま
す
。

⽣
命
尊
重

⾃
然

道
徳
性

規
範

社
会
⽣
活

夢
中
に
な

っ
て
あ

そ
ん
で

い
た
ら

あ
そ
び
の
中
で
数
や
図
に
対
す
る
感
覚
や
、
⾃
然
や

周
り
の
⼈
を
⼤
切
に
し
よ
う
と
す
る
⼒
、
社
会
性
の
育

ち
に
つ
な
が
り
ま
す
。

夢
中
に
な

っ
て
あ

そ
ん
で

い
た
ら

あ
そ
び
の
中
で
数
や
図
に
対
す
る
感
覚
や
、
⾃
然
や

周
り
の
⼈
を
⼤
切
に
し
よ
う
と
す
る
⼒
、
社
会
性
の
育

ち
に
つ
な
が
り
ま
す
。

感
性

表
現

⾔
葉
で
の

伝
え
合
い

数
・
図

⽂
字

思
考
⼒

あ
い
さ
つ

や
返
事

を
し
て

い
た
ら

・
お
手

伝
い
を

し
て
い

た
ら

社
会
と
の
つ
な
が
り
を
も
と
う
と
す
る
⼒
や
、
⾃
分
で
判
断
し
た
り
⽣
か
し
た
り
し
て
活
動
す

る
⼒
の
育
ち
に
つ
な
が
り
ま
す
。

あ
い
さ
つ

や
返
事

を
し
て

い
た
ら

・
お
手

伝
い
を

し
て
い

た
ら

社
会
と
の
つ
な
が
り
を
も
と
う
と
す
る
⼒
や
、
⾃
分
で
判
断
し
た
り
⽣
か
し
た
り
し
て
活
動
す

る
⼒
の
育
ち
に
つ
な
が
り
ま
す
。

社
会
⽣
活

協
同
性

自
分
が
思

っ
て
い

る
こ
と

を
伝
え

て
い
た

ら

⾃
分
が
考
え
た
こ
と
や
⾃
分
の
思
い
を
伝
達
す
る
⼒

の
育
ち
に
つ
な
が
り
ま
す
。

自
分
が
思

っ
て
い

る
こ
と

を
伝
え

て
い
た

ら

⾃
分
が
考
え
た
こ
と
や
⾃
分
の
思
い
を
伝
達
す
る
⼒

の
育
ち
に
つ
な
が
り
ま
す
。⾔
葉
で
の

伝
え
合
い

思
考
⼒

協
同
性

⼦
ど
も
が
⽣
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
⼒
は
、
こ
ん
な
姿
で
現

れ
て
き
ま
す
よ
。
⼦
ど
も
が
安
⼼
し
て
⼩
学
校
⽣
活
を
送
る
た

め
に
、
例
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
姿
を
た
く
さ
ん
ほ
め
て
、

⼦
ど
も
の
や
る
気
と
⼼
を
伸
ば
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
。

ご
家
庭
で
で
き
る
こ
と
②

こ
ん
な
姿
を
「
ほ
め
て
！
の
ば
し
て
！
」
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⼊
学
前
か
ら
⼦
ど
も
た
ち
に
は
、
潜
在
的
に
学
び
と
し

て
育
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
⼦
ど
も
た
ち

が
あ
そ
ん
で
い
る
中
で
、
こ
ん
な
姿
を
⾒
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
ね
。
「
相
⼿
と
⼀
緒
に
仲
良
く
あ
そ
ぶ
」
「
周
り
を

⾒
て
⾃
分
が
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
る
」
「
も
っ
と

こ
ん
な
こ
と
が
し
た
い
な
と
考
え
る
」
な
ど
は
、
⼤
⼈
の
私
た
ち

に
も
必
要
な
⼒
で
す
。
こ
の
よ
う
な
、
社
会
の
中
で
⽣
き
て
い
く
た

め
に
必
要
な
⼒
を
、
幼
児
期
の
⼦
ど
も
は
、
お
⽗
さ
ん
や
お
⺟
さ
ん
、
お
友
達
な
ど
と
普
段
あ
そ
ん
で
い
る
中
で

⾃
然
に
学
ん
で
い
ま
す
。
⼿
、
⾜
、
頭
を
つ
か
っ
て
、
親
⼦
で
⼀
緒
に
し
っ
か
り
あ
そ
び
ま
し
ょ
う
！

「
⼩
学
校
に
⼊
学
す
る
」
と
な
る
と
、
「
友
達
と
仲
良
く

⽣
活
で
き
る
だ
ろ
う
か
」
「
う
ち
の
⼦
は
勉
強
に
つ
い
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
」
な
ど
と
不
安
に
思
わ
れ
る
⽅

が
お
ら
れ
ま
す
。
⼩
学
校
の
⽣
活
の
ス
タ
ー
ト
は
、
幼
児
期

に
⾃
然
に
⾝
に
つ
い
た
⼒
を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
例
え
ば
右
の
イ
ラ
ス
ト
の
よ
う
な
姿
は
⼩

学
校
で
よ
く
み
ら
れ
る
姿
で
す
が
、
そ
の
ど
れ
も
が
幼
児
期

に
潜
在
的
に
育
っ
た
⼒
が
⽣
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

⼦
ど
も
の
育
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
⼦
ど
も
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

⾃
然
に
⾝
に
つ
い
た
⼒
も
も
ち
ろ
ん
違
い
ま
す
。
⼩
学
校
で
は
そ
の
こ
と
を
⼗
分
に
考
え
、
⼀
⼈
⼀
⼈
の
⼦
ど

も
を
丁
寧
に
⾒
な
が
ら
、
⼦
ど
も
に
と
っ
て
⼩
学
校
が
安
⼼
し
て
⽣
活
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
場
と
な
る
よ

う
に
学
習
活
動
や
教
育
活
動
を
⾏
っ
て
い
き
ま
す
。

＊
＊
来
⼊
児
保
護
者
の
み
な
さ
ま
へ
＊
＊

須
坂
市
教
育
委
員
会
・
園
⼩
連
携
推
進
会
議

令
和
６
年
度
⼩
学
校
⼊
学
の
し
お
り

安
⼼
し
て
⼩
学
校
⽣
活
を
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
ご
家
庭
で
は
⼦
ど
も
が
⾃
分
で
次
の
⾏

動
を
考
え
実
⾏
す
る
こ
と
や
、
⾃
分
の
体
を
清
潔
に
す
る
習
慣
を
⾝
に
付
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

良
く
寝
る
こ
と

睡
眠

は
、

「
体

力
回
復
」

「
情
緒
の
安
定
」

「
脳
の

活
性

化
」

等
、

子
ど

も
た
ち

の
成
長
を
促
す
重

要
な
役

割
を

し
て

い
ま

す
。

⾷
事
を
き
ち
ん
と
と
る
こ
と

特
に

朝
ご

飯
。

し
っ

か
り

食
べ

て
い

る
子

ど
も

ほ
ど

、

脳
に

エ
ネ

ル
ギ

ー
が

い
き

わ
た

り
、

集
中

力
・

思
考

力
・

計
算

力
に

十
分

な
力
が

発
揮
で
き
ま
す
。

「
⾃
然
に
伸
び
る
⼒
」
を
、
伸
ば
し
ま
し
ょ
う

⼦
ど
も
が
楽
し
く
学
校
に
通
え
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

⼦
ど
も
が
楽
し
く
学
校
に
通
え
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

「
⼩
学
校
に
⾏
っ
た
ら
ど
ん
な
こ
と
が
し
た
い
？
」
「
⼩
学
校
は
こ

う
い
う
と
こ
ろ
が
楽
し
そ
う
だ
ね
」
な
ど
と
い
っ
た
、
⼩
学
校
の
楽

し
さ
や
期
待
感
が
⾼
ま
る
よ
う
な
⾔
葉
を
た
く
さ
ん
か
け
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。
そ
れ
と
同
時
に
、
成
⻑
し
て
い
る
姿
を
た
く
さ
ん
⾒
つ
け

て
し
っ
か
り
褒
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
し
て
、
⼦
ど
も
に
「
⾃
信
」

を
つ
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
。

「
⼩
学
校
に
⾏
っ
た
ら
ど
ん
な
こ
と
が
し
た
い
？
」
「
⼩
学
校
は
こ

う
い
う
と
こ
ろ
が
楽
し
そ
う
だ
ね
」
な
ど
と
い
っ
た
、
⼩
学
校
の
楽

し
さ
や
期
待
感
が
⾼
ま
る
よ
う
な
⾔
葉
を
た
く
さ
ん
か
け
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。
そ
れ
と
同
時
に
、
成
⻑
し
て
い
る
姿
を
た
く
さ
ん
⾒
つ
け

て
し
っ
か
り
褒
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
し
て
、
⼦
ど
も
に
「
⾃
信
」

を
つ
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
。

⽣
活
の
リ
ズ
ム
っ
て
ど
う
し
た
ら
つ
く
れ
る
ん
だ
ろ
う
…
？

⽣
活
の
リ
ズ
ム
っ
て
ど
う
し
た
ら
つ
く
れ
る
ん
だ
ろ
う
…
？

家
族
が
決
ま
っ
た
時
間
に
就
寝
・
起
床
を
す
る
、
毎
⽇
同
じ
く
ら

い
の
時
間
に
⾷
事
を
と
る
、
洗
顔
、
⼊
浴
、
⻭
磨
き
、
ト
イ
レ
な
ど
、

あ
る
程
度
同
じ
よ
う
な
流
れ
に
⼼
が
け
る
と
、
⼦
ど
も
は
⾃
然
に
そ

の
リ
ズ
ム
を
つ
か
ん
で
い
き
ま
す
。
⼤
事
な
の
は
、
お
家
の
⼈
も
⼀

緒
に
や
る
、
そ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
な
ん
で
す
。

家
族
が
決
ま
っ
た
時
間
に
就
寝
・
起
床
を
す
る
、
毎
⽇
同
じ
く
ら

い
の
時
間
に
⾷
事
を
と
る
、
洗
顔
、
⼊
浴
、
⻭
磨
き
、
ト
イ
レ
な
ど
、

あ
る
程
度
同
じ
よ
う
な
流
れ
に
⼼
が
け
る
と
、
⼦
ど
も
は
⾃
然
に
そ

の
リ
ズ
ム
を
つ
か
ん
で
い
き
ま
す
。
⼤
事
な
の
は
、
お
家
の
⼈
も
⼀

緒
に
や
る
、
そ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
な
ん
で
す
。

⼩
学
校
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
う
み
た
い
だ
け
れ
ど
、
今
の
う
ち
に

使
え
る
よ
う
に
し
て
お
い
た
⽅
が
い
い
の
か
な
？

⼩
学
校
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
う
み
た
い
だ
け
れ
ど
、
今
の
う
ち
に

使
え
る
よ
う
に
し
て
お
い
た
⽅
が
い
い
の
か
な
？

⼩
学
校
の
最
初
は
、
具
体
物
を
使
っ
て
あ
そ
び
な
が
ら
勉
強
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
中
⼼
で
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
急
い
で
使
え
る
よ
う
に
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
む
し
ろ
、
積
み
⽊
あ
そ
び
の
よ
う
な
実
際

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
あ
そ
び
を
⼤
切
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

⼩
学
校
の
最
初
は
、
具
体
物
を
使
っ
て
あ
そ
び
な
が
ら
勉
強
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
中
⼼
で
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
急
い
で
使
え
る
よ
う
に
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
む
し
ろ
、
積
み
⽊
あ
そ
び
の
よ
う
な
実
際

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
あ
そ
び
を
⼤
切
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

⼦
ど
も
の
こ
と
で
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
…
。

⼦
ど
も
の
こ
と
で
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
…
。

各
学
校
の
教
頭
先
⽣
や
、
相
談
の
窓
⼝
に
な
る
先
⽣
に
相
談
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
須
坂
⽀
援
学
校
に
は
、
教
育
相
談
専
任
の
先
⽣
も

い
ま
す
し
、
須
坂
市
教
育
委
員
会
に
も
相
談
室
が
あ
り
ま
す
。
気
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

各
学
校
の
教
頭
先
⽣
や
、
相
談
の
窓
⼝
に
な
る
先
⽣
に
相
談
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
須
坂
⽀
援
学
校
に
は
、
教
育
相
談
専
任
の
先
⽣
も

い
ま
す
し
、
須
坂
市
教
育
委
員
会
に
も
相
談
室
が
あ
り
ま
す
。
気
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

勉
強
に
つ
い
て
い
け
る
か
⼼
配
…
勉
強
を
進
め
て
お
い
た
⽅
が
い
い
の
か
な
？

勉
強
に
つ
い
て
い
け
る
か
⼼
配
…
勉
強
を
進
め
て
お
い
た
⽅
が
い
い
の
か
な
？

⼩
学
校
に
⼊
学
後
、
授
業
の
中
で
学
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
焦
っ
て
⼩
学
校
を
先
取
り
し
た
学
習
を
無
理
に
し
な
く
て
も
⼤
丈

夫
で
す
よ
。
⼊
学
前
に
「
勉
強
＝
苦
痛
」
と
な
ら
な
い
よ
う
、
ご
配
慮

く
だ
さ
い
ね
。

⼩
学
校
に
⼊
学
後
、
授
業
の
中
で
学
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
焦
っ
て
⼩
学
校
を
先
取
り
し
た
学
習
を
無
理
に
し
な
く
て
も
⼤
丈

夫
で
す
よ
。
⼊
学
前
に
「
勉
強
＝
苦
痛
」
と
な
ら
な
い
よ
う
、
ご
配
慮

く
だ
さ
い
ね
。

先
⽣
、
教
え
て

〜
よ
く
い
た
だ
く
質
問
と
そ
の
答
え
を
ま
と
め
ま
し
た
〜

新
し
い
仲
間
が
学
校
に
⼊
学
し
て
く
る
の
を
、
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
！

【
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
】

須
坂
市
教
育
委
員
会
教
育
相
談
室

電
話

０
２
６
−
２
４
８
−
０
０
０
１

「
あ
そ
ぶ
」
中
で
⾼
ま
る

「
⽣
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
⼒
」

前
の

人
が

い
な

く
な

っ
た

ら
す

べ
ろ

う
っ

と
！

次
は

な
に

を
つ

く
ろ

う
か

な
？

い
っ

し
ょ

に
つ

く
る

と
楽

し
い

ね
！

ブ
ラ

ン
コ

は
２

つ
し

か
な

い
ん

だ
よ

次
の

人
に

、
か

し
て

あ
げ

よ
う

か
な

…

次
の

問
題

も

や
っ

ち
ゃ

う
よ

こ
う

す
れ

ば
い

い
ん

だ
な

！

と
び

や
す

い
よ

う
に

回
し

て
あ

げ
よ

う

よ
ー

し
行

く
ぞ

ー
！

が
ん

ば
れ

ー
！

ご
家
庭
で
で
き
る
こ
と
①

「
⽣
活
の
リ
ズ
ム
づ
く
り
」

⼩
学
校
は
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん

出
典
：
「
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
10
の
姿
」

（
⽂
部
科
学
省
）
20
18
年
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教育委員会名 飯田市教育委員会 

地域支援事業名 

通常学級における特別支援教育 

インクルーシブ教育システム推進における地域での課題 

本市の小・中学校の特別支援学級の在籍比は、全国や長野県の平均に比べて高い状況にあり、

特に自閉症・情緒障害学級の在籍比が増加傾向にある。これらの児童生徒は、通常学級で交流及

び共同学習する場面も多い。また、通常学級において特別な支援が必要と考えられる児童生徒の

割合も一定数存在しており、通級指導教室の設置増加に伴い、通級利用者も増加している。しか

しながら、通常学級における合理的配慮が十分に行われているとは言えず、また、通常学級と特

別支援学級（通級指導教室を含む）との連携した支援も課題となっている。 

インクルーシブ教育システム推進に向けての本事業の目的 

教職員全体の特別支援教育への理解を深めるために、市教育委員会が実施している研修会をよ

り効果的なものにしたい。また、それぞれの学びの場における合理的配慮や連携に向けて、個別

の教育支援計画等の利活用の推進を考えている。そこで、これまで実施している研修会の内容や、

各校の個別の教育支援計画等の利用状況の実態を整理し、特総研インクルーシブ教育システム推

進センターに改善の手立てを相談しながら、本市の取組に反映させていくことを目的とする。 

本事業の概要（本事業の内容とともに、本事業が地域のインクルーシブ教育システム推進に向けてど

のように寄与すると考えているかについて） 

１ 全体に関わって 

①教育支援係長（特別支援教育担当）、教育相談員、就学相談員による計画訪問（１学期）を全

ての学校（小 19 校、中 9 校）で実施し、特別な支援を必要とする児童生徒の実態把握と担当

者との懇談を実施。 

②全ての教職員を対象とした、特別支援教育の充実とインクルーシブ教育システムの構築に向

けた特別支援教育研修会（計４回）の実施。 

③飯田市校長会主導委員会に「特別支援教育推進委員会」を設け（４年目）、特別支援教育にか

かわる調査・研究・提言等を実施。 

２ 通級指導教室（ＬＤ等通級指導、ことば等）での学びを生かす通常学級での支援の充実 

①通級指導教室利用児童生徒の授業参観、特別支援教育担当者等との懇談の実施。 

②下伊那ＬＤ等通級指導教室担当者会への定期的な参加と情報共有の実施。 

 ③通級指導教室での学びを生かした通常学級での支援についての情報提供。 

３ 個別の教育支援計画、個別の指導計画を効果的に活用した連続した支援の実現 

 ①飯田市の統一様式を用いた「個別の教育支援計画」の整備と利活用の推進。 

 ②各校における「個別の指導計画」の整備、自立活動チェックシートによる教育課題の明確化。 

 ③それぞれの計画に基づく合理的配慮の提供および自立活動の充実に向けた支援。 

 ④創意工夫ある、充実した自立活動の実践についての情報提供。 

４ 通常学級における特別支援教育の充実（合理的配慮の提供、特別支援教育支援員との連携、

等） 

 ①合理的配慮の提供に向けた「個別の教育支援計画」の作成および支援、授業のユニバーサル
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デザイン化に向けた実践支援。 

 ②特別支援教育支援員の効果的な運用に向けた支援、研修会の実施。 

③各中学校区配置の教育支援指導主事やＳＳＷ等の連携、特別な支援を必要とする児童生徒に

おける学びおよび生活についての助言や支援。（スクリーニング会議、支援会議への参加） 

④副学籍による交流及び共同学習の推進、飯田養護学校配置の副学籍コーディネーターとの連

携。 

令和４年度の実施状況（いつ頃何を行ったか） 

５月下旬 

６月上旬 

 

 

６月中旬 

６～７月 

７月下旬 

10 月上旬 

 

10 月下旬 

11 月中旬 

 

11 月下旬 

11 月下旬 

12 月中旬 

１～２月 

その他 

 

特別支援教育研修会① テーマ「通常学級における特別支援教育の充実」 

子どもの成長を考える講演会 兼 特別支援教育支援員研修会① 

テーマ「発達障がいの理解とその支援～困る子ではなく困っている子への関わり方

～」 

生徒指導研修会① テーマ「すべてを包み込む学級づくり」実践発表 

特別支援教育に係る学校訪問（計画訪問）小１９校、中９校 

特別支援教育研修会② テーマ「インクルーシブ教育システムの構築へ向けて」 

特別支援教育研修会③・④ テーマ「通常学級における特別支援教育の充実」実践発

表 

発達支援連絡会 テーマ「市立病院で行われているリハビリについて」 

特別支援教育支援員研修会② テーマ「発達障がいの可能性のある児童生徒に対す

る支援」 

飯田養護学校 PTA と飯田市との懇談会 

生徒指導研修会② テーマ「多様性を生かす集団づくり」 

飯田市特別支援教育コーディネーター連絡会 

自立活動の充実に向けた研修動画の YouTube 限定配信 

・月１～２回実施される飯田下伊那 LD 等通級指導教室担当者会への出席 

・各校で実施されている支援会議、スクリーニング会議等への出席（依頼に応じて） 

・特別支援教育推進委員会・園小連携推進委員会（校長会主導委員会）の事務局 

本事業を行ったことによる成果 

① 個別の教育支援計画を統一したことにより、市内の教職員を中心に共通認識のもと支援の方

向性について考える土台をつくることができた。また、教育的ニーズと教育上の合理的配慮に

ついて計画し、個別の指導計画へつなげる意識をもつことができた。今後は、教職員の異動に

ともなう負担軽減や児童生徒の市内の転出入において、スムーズな支援につなげることが期待

できる。 

② 従来の研修は参加対象者によってテーマを設定していたが、市の課題をもとにした共通のテ

ーマを設定して実施してきたことで市の目指す方向について共通意識をもつことができた。ま

た、グループワークや実践発表を行うことで、共に考え合ったり、実践を身近に感じたりする

ことができた。特別支援学級担任だけでなく、通常学級担任や管理職にも参加してもらうこと

ができた。また、職員研修等でも活用できるような YouTube 限定配信も試行することができた。 

③ 学校訪問（計画訪問）の際に、自立活動が適切に行われていない事例がみられることから、

文科省３７５号通知の周知、また、就学判断の際に、ある程度の自立活動の例を示せるように

した。また、各校へのアンケートをもとに自立活動実践事例集としてまとめ、配付することが

できた。 
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今後の課題 

① 合理的配慮の提供に苦慮している先生が多いことから、合理的配慮の理解をさらに進める必

要がある。校内研修で説明したり、インクル DB の紹介をしたりしている。 

② 今年度作成した自立活動実践事例集を生かした実践ができるように支援するとともに、さら

に実践事例を自立活動に役立つ教材やそれを使った活動例などが盛り込んだものにできるとよ

い。 

③ 特別支援学級担任や特別支援教育コーディネーターを対象とした研修ではなく、通常学級の

担任にも研修してもらえるような方法を考えたい。年度末に、自立活動の充実に向けた研修動

画を YouTube 限定配信したが、校内研修プログラムに生かせるような研究ができればよい。 

次年度に取り組みたいこと 

本年度の取組を継承し、より浸透させていきたい。また、以下の取組について検討したい。 

① 園小・中の連携、通常学級と特別支援学級（通級指導教室を含む）の連携、特別支援学校と副

学籍校との連携、学校と医療の連携など、連携を基軸とした子どもへの支援体制の構築。 

② 合理的配慮の提供、自立活動の充実など、担当者レベルでの困り感を共有したり情報交換し

たりする交流の場の提供。（仮称：オンライン研修サロン） 

③ 合理的配慮の実践事例の収集、自立活動実践事例集のさらなる充実。 

 
担当（飯田市教育委員会事務局 学校教育課 麦島 隆） 
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教育委員会名 長野県教育委員会 

地域支援事業名 

地域の副次的な学籍の一層の連携強化の構築（以下、副次的な学籍を「副学籍」と記載） 

インクルーシブ教育システム推進における地域での課題 

 長野県上伊那圏域は、県内でも早くから副学籍を制度化している先進地域であるが、副学籍を

活用した交流及び共同学習が盛んに行われるようになる中で、いくつかの課題が出てきている。 

 課題として、以下の 2 点が挙げられる。 

①圏域内の各市町村が導入している制度の内容について一定の統一化が必要 

②交流及び共同学習に係る保護者の要望が増加、多様化 

 今後、こうした課題に対応した、持続可能なインクルーシブ教育システムとしていく上で、上

伊那圏域８市町村と伊那養護学校の一層の連携が必要だと考えられる。 

インクルーシブ教育システム推進に向けての本事業の目的 

・上伊那圏域 8 市町村の中にある伊那養護学校が、全国の取組や好事例などの情報を共有しなが

ら、市町村と協力し合って課題を解決する取組により、副学籍を活用した交流及び共同学習の

一層の推進と連携の更なる充実を図る。 

・オンラインによる交流及び共同学習など、多様な形態での実践を通して、副学籍の対象となる

小・中学校（以下、「副学籍校」と記載）の児童生徒との日常的な交流及び共同学習の充実を図

る。 

本事業の概要（本事業の内容とともに、本事業が地域のインクルーシブ教育システム推進に向けてど

のように寄与すると考えているかについて） 

・県内における副学籍の取組の一つのモデルとして、８市町村副学籍担当者が一堂に会する協議

会を設置する。また、体制整備が進んでいない地域（圏域）への情報提供を行う。 

・副学籍を活用した交流及び共同学習について、コロナ禍においても、日常的・継続的に実施で

きるオンラインの活用など実践例を提示する。 

 これらにより、地域のインクルーシブ教育システムの構築に向けての取組が活性化されるもの

と思われる。 

令和４年度の実施状況（いつ頃何を行ったか） 

・令和４年５月～７月 協議会実施に向け、8 市町村の副学籍担当者との懇談及び協力依頼 

（特別支援教育推進員※１と副学籍コーディネーター※２による市町村教育委員会への訪問） 

⇒協議会を「上伊那副学籍担当者連絡会」という名称で立ち上げることで、８市町村の同意が

得られる。 

・令和４年８月 24 日 第１回上伊那副学籍担当者連絡会開催 

【内 容】連絡会開催の目的の確認 

国や県からの情報提供 

上伊那圏域の副学籍制度の現状について 

８市町村副学籍担当者による情報意見交換 
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【参加者】特総研インクルーシブ教育システム推進センター研究員 

８市町村教育委員会副学籍担当者・教育長等 

伊那養護学校長他、担当職員 

長野県教育委員会事務局特別支援教育課主任指導主事 

・令和５年１月 30 日 第２回上伊那副学籍担当者連絡会開催 

【内 容】副学籍に係る事務手続きについて 

卒業式の現状について 

入学式について 

８市町村副学籍担当者による情報意見交換 

【参加者】特総研インクルーシブ教育システム推進センター研究員 

８市町村副学籍担当者・教育長等 

伊那養護学校長他、担当職員 

長野県教育委員会事務局特別支援教育課指導主事 

 

※１ 市町村における障がいのある幼児児童生徒の就学相談が適切に行われるよう助言を行うこ

とを目的として、県内４地区に１名ずつ配置されている。 

※２ 特別支援学校児童生徒が副学籍制度を利用し、可能な限り地域の小・中学校に通う同世代

の友だちと共に学べる機会が拡大するように、引率や連絡調整などを行う。県内４校の特

別支援学校に１名ずつ配置されている。 

本事業を行ったことによる成果 

（１）上伊那圏域８市町村の副学籍担当者が一堂に会する連絡会を立ち上げることができた。今

年度は、２回の連絡会を開催し、各回で以下のような成果が得られた。 

①第１回上伊那副学籍担当者連絡会 

・８市町村の取組で共通している部分と今後統一していきたい部分があること、本来であ

れば地元の小・中学校で生活している子どもであるということを共通理解することがで

きた。 

・事務的な手続きなど、これまで不確かだったことを、この連絡会で明らかにしていくこ

とを確認できた。 

②第２回上伊那副学籍担当者連絡会 

   ・８市町村での副学籍を活用した交流及び共同学習の実施要領について、統一化していく

部分が必要であることを伊那養護学校から提案し、8 市町村で次回の連絡会までに検討す

ることとなった。 

   ・副学籍校における事務手続き（指導要録、卒業証書、入学者名簿、出席簿等への記載）に

ついて、上伊那圏域での統一版を伊那養護学校から提案することができた。 

（２）オンラインや手紙のやり取りといった間接的な交流及び共同が学習など、コロナ禍でも実

施可能な多様な形態での交流及び共同学習を日常的に進めることができた。また、それら

の取組を県内４校の特別支援学校に配置している副学籍コーディネーター間で情報共有

し、他校の実践を取り入れたり、広げたりすることができた。 

（３）上伊那副学籍担当者連絡会に特総研インクルーシブ教育システム推進センターや県教育委

員会事務局の担当者が参加し、８市町村の取組を価値づけたことで、上伊那圏域として副

学籍を活用した交流及び共同学習をより充実させていきたいという思いが高まってきてい

る。 
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今後の課題 

・持続可能で、かつ、多様な形態での交流及び共同学習のあり方を、実践を通して探ることを継

続していく。 

・副学籍校の管理職や教職員に副学籍を活用した交流及び共同学習の理解を促していく。 

・８市町村教育委員会の副学籍担当者が交代しても、副学籍の理念や思いが引き継がれていくよ

うに、確かな引継ぎを行う。 

次年度に取り組みたいこと 

・上伊那副学籍担当者連絡会を継続して開催し、副学籍の理念や将来像を上伊那圏域として深め

ていく。令和５年度第 1 回上伊那副学籍担当者連絡会は、８月頃に実施予定。８市町村の副学

籍を活用した交流及び共同学習の実施要領の統一化について検討していく。 

 
担当（長野県教育委員会事務局 特別支援教育課 大日向 洋介） 
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教育委員会名 犬山市教育委員会 

地域支援事業名 

読み書き障害の児童把握と支援 

インクルーシブ教育システム推進における地域での課題 

・読み書き障害の児童生徒が市内には何名かいると考えられるが､把握の仕方､支援の仕方について確

立できていない。 

・単年度ではなく継続的にこの事業を進めていくためのシステム作りを行う方策を考える。 

・読み書き障害の児童生徒の実態について、まだ知られていないため、差別につながらないように配慮して

いきたい。 

インクルーシブ教育システム推進に向けての本事業の目的 

・読み書き障害について､教職員の理解を深め､児童生徒の支援をしていきたい。 

・児童の読み書き障害について把握し､支援の方法を考え､実際に支援していく。 

･読み書き障害の児童生徒が、高等学校受検の際に不利益にならないよう、合理的配慮を小学校・中学

校在学のときから進めていく。 

本事業の概要（本事業の内容とともに、本事業が地域のインクルーシブ教育システム推進に向けてど

のように寄与すると考えているかについて） 

【事業の内容】 

 市内１０小学校の１年生を対象に､読み書き障害の簡易テスト（「めざせ読み名人」）を令和４年 7 月に

行い､支援の必要な児童を把握し､支援の方法を考え､支援した。 

【どのように寄与するか】 

 読み書き障害という理解されにくい障害について､本人､保護者､教職員が理解をすることにより､障害を

一つの特性と捉え､本人も周りも､読み書きの困難さと上手につきあっていけるようにする。 

令和４年度の実施状況（いつ頃何を行ったか） 

 

・小学１年生を対象に､読み書き障害の簡易テスト（「めざせ読み名人」）を実施した。（７月）。 

・市内１０小学校４中学校に配置されている「特別支援教育コーディネーター」向けに「読み書き障害の把

握と支援の方法」について研修を行った（９月）。 

・「めざせ 読み名人」のテストが掲載されている MIM の研修を行った（１１月）。海津亜希子先生に講師

を務めてもらい、各校の管理職１名、特別支援教育コーディネーター１名、小１担任１名が参加した。 

・特別支援教育コーディネーターの会で「二次障害」についての研修を行った（２月）。 

・特別支援教育コーディネーターの会で次年度に向けての改善点を話し合った（２月）。 

 市内１４校に１セットずつ MIM を購入し、配付した。 
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本事業を行ったことによる成果 

・「めざせ 読み名人」を実施することにより、読み書きに支援が必要な児童生徒が通常学級にもいること

を市内の教員が理解することができた。 

・市内の特別支援教育コーディネーターを中心に、読み書きに支援の必要な児童生徒の把握と理解を深

めることができた。 

・MIM が作成された背景や活用の仕方を各校の教員が理解し、各校に１セットずつ購入することにより、

積極的に活用することができた。 

今後の課題 

・読み書きに支援の必要な児童生徒の把握と支援を市が主導して行うのではなく、各校で行うようなシス

テムを作るようにしたい。 

・通級指導教室担当者研修会を市独自では開催していないため、特別支援教育担当者会と同じ頻度で

行えるようにしたい。 

次年度に取り組みたいこと 

・通級指導教室が増えてきたことから、通級指導教室担当者の研修会を開催して読み書きに支援が必要

な児童生徒の支援を積極的に行えるようにしたい。 

・MIM を各校で活用し、どんな方法で行っているのか情報交換会を行いたい。 

特別支援教育コーディネーターだけではなく、多くの教員に「読み書き障害」やその「二次障害」につい

ての研修を行い、読み書きに支援が必要な児童生徒の早期発見・早期対応をしていきたい。 

・コロナにより中止にしていた幼保小連携事業を再開し、小学校の教員に幼保での支援の仕方を見て、

「寄り添う支援」の仕方を研修する機会を作りたい。 

 
担当（犬山市教育委員会 学校教育課 加藤 浩子） 
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教育委員会名 箕面市教育委員会 

地域支援事業名 

令和 4 年度インクルーシブ教育システム構築のための地域支援事業 
～保育所及び幼稚園等と小学校の円滑な連携について～ 
インクルーシブ教育システム推進における地域での課題 

・本市の特別支援学級に在籍する児童生徒数が増加傾向にあり、インクルーシブ教育システム構築が

難しくなるとともに、基礎的環境整備や合理的配慮の整備状況について検証することが求められ

る。インクルーシブ教育システムの構築に向けて、すべての児童生徒にとって「ともに学び とも
に育つ」という本市の理念が確かなものになるよう課題解決に努めたい。 

・保育所・幼稚園等と小学校との接続を丁寧に進めてきたが、引き継ぎや学びの場（特別支援学校・

特別支援学級・通級指導教室・通常学級）の情報提供を適切に実施していく必要がある。 

インクルーシブ教育システム推進に向けての本事業の目的 

インクルーシブ教育を推進するために各小・中学校の特別支援教育の実態を把握し、課題を洗

い出すことを目的とした。通常学級における基礎的環境整備や合理的配慮について再考するとと

もに、多くの時間を交流及び共同学習として実施している時間が、個別の指導計画等の計画書を

もとに適正に運用されているかを検証する。 
保育所、幼稚園、認定子ども園、小学校、中学校の引き継ぎや連携の在り方を見直し、どの児童生

徒も新しい校種等に移るとき、必要な情報を確実に引き継ぐ体制づくりを構築する。そのために「箕

面市支援教育充実検討委員会」「箕面市支援連携協議会」「箕面市リーディングチーム会議」「箕面

市通級指導教室担当者会議」等でも同じテーマで議論し、多くの専門家からの意見を得られるよう

にする。 

本事業の概要（本事業の内容とともに、本事業が地域のインクルーシブ教育システム推進に向けてど

のように寄与すると考えているかについて） 

・教職員がインクルーシブ教育の重要性について向き合う機会を確保し、研修等を通して意識を高め

る機会を設定する。 
・「保育所・幼稚園等と小学校との接続」にテーマを絞り、特総研からの助言を受け、本市のインク

ルーシブ教育システムを推進させる。 
・特総研の研究員から本市所管の幼稚園、小学校等への訪問指導を受け、特別支援教育の観点から助

言及び指導を得る。 

令和4年度の実施状況（いつ頃何を行ったか） 

令和4年 
5月 
・箕面市教育委員会子ども未来創造局保育幼稚園総務室と連携し、今年度の方向性を確認した。 
6 月 
・特別支援教育にかかる就学説明会を、支援学級を検討している保護者向けに開催し、学びの場の

在り方について丁寧に説明した。 
・箕面市支援連携協議会で、保育所、幼稚園、小学校、療育施設、医療関係者等が保幼・小・中の 



− 48 −

 

連携について協議し、現状の把握と課題を確認した。 
8月 
・本市に就学予定の保育所及び幼稚園等を訪問し、新しい特別支援教育の方向性について説明し

た・箕面市支援教育充実検討委員会で、保幼・小・中の連続性について、学識経験者、保護者、
特別支援学級担任らと協議した。 

9月 
・特総研インクルーシブ教育システム推進センターの研究員に来阪してもらい、幼稚園、小学校を

視察後に、インクルーシブ教育の推進につながる研修会を開催した。 
令和5年 
1月 
・箕面市支援教育充実検討委員会から答申案を受け、箕面市支援教育方針を作成した。 
2月 
・特総研インクルーシブ教育システム推進センターの研究員に来阪してもらい、本市の今年度の成

果と課題について助言を受けた。 

今後の課題 

・個別最適な学びの保障と交流及び共同学習の適正な運用 
LITALICO 教育ソフト導入校では、児童生徒の見立てが進み、保護者の障がい理解及び受容が

進んだ事例の報告を受けている。個別の見立てが進んだ一方で、それを個別最適な学びに結びつ

けたり、日々の実践につなげたりすることは難しかった。自立活動の推進、特別支援学級での学

びの保障については継続的に検討する必要がある。また、交流及び共同学習では、通常学級の学

びを保障している一方で、評価等が十分ではなく、児童生徒の学びを保障しきれなかった。 
・「合理的配慮」への理解 
合理的配慮はスタートラインを揃えるという意識ではなく、個別の支援という認識をしている教

職員がまだまだ多い。合理的配慮は、学校や学級で行うものであり、内容や目的の変更ではない

ことを確認していきたい。 

次年度に取り組みたいこと 

 本事業実施後、特別支援教育を進めるための方向性が明らかになり、以下のことを令和５年度に

取り組んでいきたい。 
・言葉がけ 
児童生徒が安心できる言葉がけの推奨。（ポジティブ行動支援の視点を取り入れ、児童生徒への

言葉がけを見直す。） 
・学級経営や通常学級の授業 
通常学級の授業（例：交流及び共同学習)は、障がいのあるなしに関わらずすべての児童生徒が

参加できる内容や時間を確保できるよう本市の教育専門監（授業指導等を担当する本市の職員）

と連携し、学級経営や通常学級の授業に支援教育の視点を取り入れる。 
・児童生徒の実態に応じた支援時間 
週の半分は特別支援学級で一律に過ごすのではなく、その児童生徒にとって必要な支援時間数を

把握し、児童生徒にとって、適正な支援時間を把握する。 
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・保幼子・小・中の引き継ぎと連続性 
引き継ぎ書類をもとに支援学級担任が保護者及び本人（可能な限り同席または別途面談を実施 
）と面談し、個別の教育支援計画及び指導計画を作成し、児童生徒の情報を確実に引き継げる体

制を再構築する。 
・個別の指導計画 
計画内容に学校間、作成者によるズレや格差を解消するために、すべての小・中学校に民間教育

ソフトを導入する。それにより支援体制など一定水準を担保できる個別の指導計画の作成をめざ

す。 
 

担当（箕面市教育委員会 子ども未来創造局人権施策室 田口 順） 
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教育委員会名 鹿屋市教育委員会 

地域支援事業名 

特別支援教育に関する現職教職員向けの研修プログラム作成に関する取組 

インクルーシブ教育システム推進における地域での課題 

インクルーシブ教育システム構築に向けた近年の教育的動向の中で、本市においては、通級指

導教室や特別支援学級を利用する児童生徒数が増加の傾向にある。また、通常の学級に在籍し、

支援を必要とする児童生徒の割合も、６.２％程度となっている。 
一方、通級指導教室や特別支援学級の担任が各学校の校内支援体制の中心的役割を担うケース

は多いが、５割の教員においてその経験年数が３年未満であり、現職教員、特に、特別支援学級

や通級指導教室を担当する教員の専門性向上が喫緊の課題である。 

インクルーシブ教育システム推進に向けての本事業の目的 

本市では、市教育委員会が作成したハンドブックを活用し、特別支援学級等担任向けの研修会

を年に２回実施している。発達障害のある児童生徒への支援の在り方等も含め、引き続き、定期

的かつ継続的な研修会の機会を設けることで、特別支援教育に関する教員の理解を更に深めてい

きたいと考えている。 
一方、研修会をより効果的なものにしていくためには、研修内容の体系化が必要であり、研修会の

中で扱う研修内容や方法など、国立特別支援教育総合研究所の研究員に相談しながら整理を行い研修プロ

グラムの作成に取り組みたいと考える。 

本事業の概要（本事業の内容とともに、本事業が地域のインクルーシブ教育システム推進に向けてど

のように寄与すると考えているかについて） 

 本事業では、体系化した研修プログラムを開発することを目的とするが、「受け身の研修ではな

く、教員が主体的に参加できる」、「研修の実施者と受講者とが双方向にやり取りできる」ことを

大切に考えたい。 
そこで、令和４年度は、以下の二点を取組の柱としたい。 

①定期的かつ継続的に受講可能な研修内容を整理する＜令和５年度からの実施を想定＞。 
（例えば、年間６つの講座を設定。受講する講座は選択式にし、年間１回は受講する。６年程度で

全ての講座の受講を終える。希望する場合は、同じ講座を複数回受講してもよいこととする。 
② 各学校の取組を紙面（特別支援教育だより）にまとめ、市内全ての学校へ紹介する。 

特別支援教育だより「『今日からみんなでできる！』特別支援教育」を定期的に発行する。各

学校の取組やインクルＤＢに寄せられる具体的な実践例を紹介する。各教員の質問も受け付け、

それに対する回答を行う。 
これらの取組を中心として、教員一人一人の専門性に対し継続的に働き掛けることで、インク 

ルーシブ教育システム構築に向けた特別支援教育の更なる充実に寄与できると考える。 
 
 
 
 



− 51 −

 

令和４年度の実施状況（いつ頃何を行ったか） 

４月：特総研との打合せ・事業実施計画の作成５月：第１回特別支援学級担当者研修会の実施 
６月～２月：「『今日からみんなでできる！』特別支援教育」の定期発行（２か月ごとの発行） 
８月４日(木)：第２回特別支援学級担当者研修会＜ワークショップ型＞の実施（※特総研の研究 

員を招聘。研修方法等についての助言と、各自治体の好事例を紹介してもらう。） 
８月：地域支援事業推進プログラム（取組に関する中間報告）への参加 
９月～12月：令和５年度に実施する研修内容の整理（講師や予算等の検討を含む） 
１月～２月：研修日程の確定と関係者との連絡調整。今年度の取組のまとめ（報告書の作成）。 
３月：地域支援事業報告会における事業報告。令和５年に実施する研修会のチラシ作成。 

本事業を行ったことによる成果 

①定期的かつ継続的に受講可能な研修内容を整理すること 
令和５年度からの実施に向け、研修内容や研修方法など、実施の在り方について検討を行った。本
事業の成果等については、計画した研修を実際に実施し、そこに参加した教員の満足度などをもっ
て評価すべきではあるが、ここでは今年度に整理できた点を中心に述べる。 
ア 研修内容 
教員としてのキャリアや特別支援教育に関する専門性は一人一人によって異なることから、開設
する講座に幅をもたせ、参加する教員が自身のキャリアや関心に応じて受講する講座を選択でき
るようにすることが大切だと考えた。そこで、研修内容を「基礎編」と「発展編」に分け、対象の
教員を図１のとおりとした。また、それぞれ開設する講座を図２のとおりとした。なお、特別支援
教育コーディネーターは、各学校における特別支援教育推進の中心的役割を担っており、その育成
は本市として喫緊の課題である。そこで、単に「発展編」の受講を促すだけでなく、「基礎編」の
講師を依頼していくことで、これまでの経験や身に付けてきた知識 
等を改めて整理する機会とし、その専門性の向上に寄与できるようにした。 
 

 
（図１）特別支援教育に関するキャリア別研修 （図２）開設予定の講座一覧 
 
イ 研修方法 
８月に実施した特別支援学級担当者研修会では、個別の指導計画の作成（研修１）や合理的配慮の
検討（研修２）といった研修内容について、試行的にワークショップ型の研修を行った。その後、
参加者にアンケートをとったところ、９割の教員が「参考になった」と答えている（図３、４）。
このことから、演習形式、対話形式による研修方法は有効であり、令和５年度に計画する各講座に
おいても、演習形式、対話形式を取り入れたワークショップ型の研修を行っていくことにする。 
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（図３）「個別の指導計画作成」事後アンケート（図４）「合理的配慮の検討」事後アンケート 
 
②各学校の取組を紙面（特別支援教育だより）にまとめ、市内全ての学校へ紹介すること 
昨年６月から２か月に１回の頻度で、特別支援教育だより「『今日からみんなでできる！』特別支
援教育」を発行した。学校の教員からは、「自校の取組を紹介してもらうことで、自信になる。」、
「各学校の取組を知るよい機会になっている。」、「特別支援教育支援員にも読んでもらうように
している。」といった感想が寄せられた。また、質問コーナーにおいて質問への回答をいただいて
いる特別支援学校の教員からは、「小・中学校と連携を図るよい機会になっている。」といった感
想が寄せられた。 

今後の課題 

① 定期的かつ継続的に受講可能な研修内容を整理すること 
現在、令和５年度の研修会実施に向けて、各学校へ周知を行うためのチラシを作成している。今後
は、実際に研修を実施し、研修プログラムの妥当性について検証を行う必要がある。具体的には、
研修実施後にアンケートを実施し、アンケート結果の分析を行うようにする。また、結果の分析及
び考察を踏まえ、必要に応じて、研修内容や研修方法の見直しを行うようにする。 
なお、研修の講義等については毎回録画をし、それらを蓄積していくことで（講義内容のライブラ
リー化を図ることで）、各学校の校内研修等においても活用できるようにしていきたい。 
 
②各学校の取組を紙面（特別支援教育だより）にまとめ、市内全ての学校へ紹介すること 
今年度は、特別支援学級の取組やユニバーサルデザインの視点を踏まえた具体的な手立て等を中
心に紹介を行った。今後は、タブレット端末を用いた効果的な学習支援の在り方や交流及び共 
同学習の在り方など、主に通常の学級において参考にできる情報の発信に努めていきたい。 

次年度に取り組みたいこと 

特別支援教育だよりを市のホームページにも掲載することで、本市の特別支援教育に係る取組
を市民に発信するとともに、インクルーシブ教育の理念や共生社会の形成等に関する理解と啓発
を継続的に図ることができるようにする。 

 
担当（鹿児島県鹿屋市教育委員会 学校教育課 四ツ永 信也） 
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花
岡
小
学
校
に
は
、通
常
の
学
級
に
加
え
、特
別
支
援
学
級
が
３
学
級
（
知
的
障
害
１
、自
閉
症
・情
緒
障
害
２
）
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
と
し
た
校
内
支
援
体
制
の
下
、一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
指
導
及
び
支

援
だ
け
で
な
く
、通
常
の
学
級
に
お
い
て
も
、「
み
ん
な
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
支
援
」
が
さ
り
げ
な
く
講
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

【
教
室
環
境
（
通
常
の
学
級
：１
年
生
）
の
一
工
夫
】

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

  
  

  
  

  
  
＜
黒
板
の
片
隅
に
掲
示
さ
れ
て
い
た
学
習
時
の
約
束
事
な
ど
＞

 

                  
 

平
成
１
９
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
特
別
支
援
教
育
。一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
な
指
導
及
び
支
援
を
充
実
さ
せ
、イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
理
念
を
具
現
化
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
の
多
様
性
を
尊
重
し
つ
つ
、共
に
活
動
す
る
中
で
、い
か
に
「
で
き
た
！」
、「
分
か
っ
た
！」
と
い
う
、学
び
の
達
成
感
や
満
足
感
を
味
わ
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
か
…
本
稿
は
、鹿
屋
市
内
に
お
け
る
各
校
の
実
践
や
全
国
各
地
の
取
組
を
紹
介
し
、本
市
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。 

今
日
か
ら

 で
き
る
！ 
特
別
支
援
教
育

  
  

N
o.

1
 

み
ん
な
で

 

  
「
イ
ン
ク
ル

D
・B
」
は
、国
立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
所
が
整
理
・発
信
し
て
い
る
「
『
合
理
的
配
慮
』

実
践
事
例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
こ
と
で
、令
和
３
年
４
月
現
在
、5

5
9
の
事
例
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

収
録
さ
れ
て
い
る
事
例
は
、全
て
実
際
に
提
供
が
な
さ
れ
た
合
理
的
配
慮
に
係
る
取
組
で
あ
り
、誰
で
も

検
索
が
可
能
で
す
。 

子
ど
も
の
状
況
や
保
護
者
の
申
し
出
等
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
様
々
な
合
理
的
配
慮
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、各
学
校
で
合
理
的
配
慮
の
内
容
を
検
討
す
る
際
に
、ぜ
ひ
参
考
に
さ
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 ＜
以
下
、「
国
立
特
別
支
援
総
合
研
究
所
『
合
理
的
配
慮
』
実
践
事
例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
よ
り
＞

 
□

 対
象
児
：A
さ
ん
（
小
学
４
年
生

 通
常
の
学
級
在
籍
）

 
□

 主
  
訴
：A

D
H

D
（
診
断
あ
り
）
の
状
態
像
に
よ
り
、集
団
活
動
へ
の
参
加
が
難
し
い
。感
情
や
行
動
を

調
整
す
る
こ
と
に
困
難
さ
が
あ
る
。 

□
 状

  
況
：自
分
の
思
い
ど
お
り
に
な
ら
な
い
と
き
に
突
発
的
な
行
動
を
と
る
。心
理
面
で
不
安
定
に
な
る

と
落
ち
着
く
ま
で
に
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
。友
達
へ
の
乱
暴
な
言
動
も
多
く
見
ら
れ
る
。 

学
習
面
は
、該
当
学
年
の
内
容
を
理
解
で
き
る
が
、興
味
の
な
い
学
習
内
容
に
対
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
難
し
い
。授
業
中
に
教
室
を
飛
び
出
し
、一
人
で
特
別
教
室
等
の
中
で
過
ご
す
。 

     
      □

 経
  
過
：荒
れ
た
言
動
が
少
な
く
な
り
、教
師
の
指
示
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。 

教
室
か
ら
の
飛
び
出
し
は
ま
だ
あ
る
が
、危
険
な
行
動
の
頻
度
が
減
っ
て
き
て
い
る
。 

  
  

  
  
漢
字
は
、文
字
と
言
え
ど
も
「
図
形
」
の
一
種
で
す
。し
か
も
線
と
線
が
重
な
る
「
層
状
立
体
図
形
」
。 

漢
字
の
書
字
は
、こ
の
複
雑
な
“
工
程
”
を
完
成
さ
せ
る
動
作
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
動
作
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
は
、見
る
力
を
高
め
る
眼
球
運
動
遊
び
（
寄
り
目
、視
線
移
動
、変
顔
遊
び
）
や
形
の
記

憶
、点
つ
な
ぎ
、図
形
模
写
な
ど
の
ビ
ジ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
効
果
的
で
す
。プ
リ
ン
ト
類
も
あ
り
、ク
ラ
ス
全
体
で
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
活
動
で
は
、書
字
を
苦
手
と
し
な
い
子
に
と
っ
て
も
、集
中
力
ア
ッ
プ
と
い
っ
た
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。「
長
期
的
展
望
の
下
、子
ど
も
が
楽
し
め
る
方
法
を
選
択
す
る
」
こ
と
が
、指
導
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
そ
う
で
す
。 

  
  

  
  

  
 

【
回
答
】
鹿
屋
養
護
学
校

 支
援
部
主
任

  
 西

 育
子

 先
生

  
  

 
 

 

 

 

☆
合
理
的
配
慮
の
実
際
☆

 
①

 情
緒
的
に
不
安
定
に
な
っ
た
際
に
、ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
を
し
た
り
ど
の
よ
う
に
対
処
す
れ
ば
よ
い
の
か
を

教
師
と
一
緒
に
考
え
た
り
す
る
。そ
の
た
め
の
部
屋
を
校
舎
内
に
確
保
す
る
。 

   ②
 A
さ
ん
が
自
習
す
る
た
め
の
プ
リ
ン
ト
を
別
に
準
備
し
、本
人
の
ペ
ー
ス
で
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。 

       
 
漢
字
を
覚
え
て
書
く
こ
と
が
苦
手
な
子
ど
も
が
い
ま
す
。漢
字
の
書
字
が
苦
手
な
子
ど
も
に
対
し
、視
覚
認
知
を

高
め
る
た
め
の
手
立
て
や
学
習
活
動
と
し
て
、ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

 

日日
頃頃
のの
疑疑
問問
、、
ちち
ょょ
っっ
とと

  

聞聞
いい
てて
みみ
たた
いい
！！

  

聞
い
て
み
た
い
！

 

次
回
の
発
行
は
、８
月
末
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
御
質
問
が
あ
れ
ば
、以
下
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

  
  

  
  

  
 h

tt
p

s:
//

fo
rm

s.
of

fi
ce

.c
om

/r
/h

T
rQ

u
V

g
0

R
C

 

 【
ポ
イ
ン
ト
！】
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
を
行
う
場
所
と
時
間
は
事
前
に
決
め
て
お
く
！ 

振
り
返
り
は
、子
ど
も
が
落
ち
着
い
て
か
ら
。客
観
的
に
。子
ど
も
の
言
葉
で
！ 

 【
ポ
イ
ン
ト
！】
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
継
続
的
な
取
組
を
様
々
な
機
会
に
設
定
す
る
！ 

机
上
の
整
理
の
仕
方
を
分

か
り
や
す
く
示
し
て
い
ま
す
。 

印
が
あ
る
と
、や
っ
ぱ
り
揃

え
や
す
い
で
す
ね
。 

正
し
い
姿
勢
の
ポ
イ
ン
ト
を

 
「
グ
ー
・ペ
タ
・ピ
ン
」
の

 
リ
ズ
ム
を
交
え
て
提
示
。 

②
同
じ
教
室
の
中
で
、学
年
や
実
態
差
に
応
じ

た
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
し
た
。 

「
声
の
も
の
さ
し
」
は
、日
常

的
な
「
活
用
」
が
効
果
を
高
め

ま
す
。 

低
緊
張
の
子
ど
も
が

姿
勢
を
保
持
で
き
る
よ
う

に
滑
り
止
め
マ
ッ
ト
が
敷

い
て
あ
り
ま
し
た
。 

 特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

 
北
田
先
生
に
直
撃
！ 

「
困
っ
て
い
る
子
に
は
支
援
を
！」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、一
人
一
人
に
応
じ
た
支
援
の
充
実
に
日
々

努
め
て
い
る
北
田
先
生
。 

特
別
支
援
学
級
で
の
実
態
差
に
応
じ
た
指
導

の
工
夫
と
し
て
、①
短
時
間
で
終
わ
る
活
動
を
組

み
合
わ
せ
る
、②
教
科
ご
と
に
学
習
の
パ
タ
ー
ン

を
決
め
て
お
く
、③
言
語
指
示
を
少
な
く
す
る

(聞
く
時
間
を
短
く

)、
と
い
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。 

各
学
校
で
も
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 

【
教
室
環
境
（
自
閉
症
・情
緒
学
級
）
の
一
工
夫
】
 

特
別
支
援
教
育
Ｑ
＆
Ａ

 

①
視
覚
刺
激
を
調
整

 
し
つ
つ
…

 

 
移
動
式
の
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
を
効
果
的
に

活
用
。 
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鹿
屋
東
中
学
校
に
は
、通
常
の
学
級
に
加
え
、特
別
支
援
学
級
が
５
学
級
（
知
的
障
害
３
、自
閉
症
・情
緒
障
害
２
）
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。全
校
生
徒
は

9
0

0
人
を
超
え
、鹿
屋
市
内
で
最
も
生
徒
数
の
多
い
中
学
校
で
す
。外
国
に
ゆ
か
り
の
あ
る
生
徒
も
在
籍
し
て
お
り
、

生
徒
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
も
多
様
で
す
。一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
だ
け
で
な
く
、多
く
の
関
係
機
関
と
の
連
絡
・調
整
も

必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。今
回
は
、教
室
環
境

等
の
工
夫
に
加
え
、特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
と
し
た
校
内
で
の
取
組
に
つ
い
て
、そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

                    
 今
日
か
ら

 で
き
る
！ 
特
別
支
援
教
育

  
  

N
o.
２

  
  
担
当
：四
ツ
永

 

み
ん
な
で

 
  

L
D
（
学
習
障
害
）
は
、医
学
的
な
診
断
の
な
い
児
童
生
徒
で
あ
っ
て
も
、各
学
校
で
判
断
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
発
達
障
害
で
す
。つ
ま
り
、医
師
の
診
断
が
な
い
児
童
生
徒
で
あ
っ
て
も
、現
在
の
学
習
状
況
や
困

難
さ
の
様
子
、程
度
な
ど
に
基
づ
き
、学
校
に
お
い
て

L
D
と
判
断
し
、必
要
な
支
援
を
速
や
か
に
講
じ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。Ｌ
Ｄ
を
判
断
す
る
際
の
基
準
は
、以
下
の
と
お
り
で
す
。 

 
    な
お
、②
に
あ
る
「
著
し
い
困
難
さ
」
と
は
、次
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。 

     こ
れ
ま
で
の
こ
と
を
念
頭
に
、次
の
児
童
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

   
  

  
  

   
こ
の
４
年
生
の
場
合
、校
内
支
援
委
員
会
に
お
い
て

L
D
（
書
字
困
難
）
と
仮
に
判
断
す
る
こ
と
は
可
能
で

す
。 
そ
し
て
、も
し
も
「
何
度
も
繰
り
返
し
書
か
せ
て
覚
え
さ
せ
る
」
と
い
っ
た
画
一
的
な
指
導
方
法
が
と
ら
れ

て
い
た
と
し
た
ら
、そ
の
見
直
し
も
早
急
に
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、こ
れ
ま
で
の
指
導
方
法
を
見
直
し
、適
切
か
つ
十
分
な
支
援
が
開
始
さ
れ
た
と
し
て
も
、当
該
学

年
の
履
修
内
容
と
現
在
の
習
得
状
況
に
は
、こ
の
時
点
で
す
で
に
大
き
な
開
き
（
２
学
年
分
の
差
）
が
生
じ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
の
差
を
埋
め
て
い
く
た
め
に
は
、児
童
本
人
の
多
大
な
努
力
と
時
間
が
必
要
に

な
る
と
い
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。大
切
な
こ
と
は
、で
き
る
限
り
早
い
段
階
で
児
童
生
徒
の
困
り

に
気
付
き
、L

D
の
可
能
性
も
視
野
に
、必
要
な
指
導
や
支
援
を
速
や
か
に
実
施
す
る
こ
と
で
す
。 

  
こ
の
点
を
踏
ま
え
、本
県
の
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、学
習
上
の
困
難
さ
を
早
期
、か
つ
、簡
易
的
に
把

握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「

L
D
、A

D
H
Ｄ
等

 気
付
き
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
作
成
し
、H

P
上
に
公

開
し
て
い
ま
す
。普
段
の
学
習
の
様
子
を
客
観
的
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
、御
活
用
く
だ
さ
い
。 

            

  
  

  
  
指
示
を
忘
れ
る
、聞
き
逃
す
。説
明
や
作
文
が
苦
手
…
。ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
ー
に
弱
さ
が
あ
る
子
ど
も
の
場
合
、「
聞
く
こ
と
」
や

「
言
葉
で
考
え
た
こ
と
」
を
「
一
時
保
管
・短
期
記
憶
」
す
る
こ
と
を
苦
手
に
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
に
は
、伝
え
た
こ
と
の
「
復
唱
」
や
考
え
た
こ
と
の
「
確
認
」
を
し
て
い
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。そ
の
際
、威
圧
的
で
不
自
然

な
復
唱
の
要
求
で
は
な
く
、自
然
な
会
話
の
中
で
復
唱
と
確
認
を
促
す
、「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・コ
ミ
ュ
・ス
キ
ル
」
が
教
師
に
求
め
ら
れ
ま
す
。 

一
方
、「
見
た
こ
と
」
の
「
一
時
保
管
・短
期
記
憶
」
が
苦
手
な
た
め
に
起
こ
る
困
り
ご
と
も
あ
り
ま
す
。典
型
的
な
も
の
は
板
書
で
し
ょ
う

か
。板
書
は
、①
黒
板
を
見
て
、②
内
容
を
一
時
的
に
記
憶
し
た
ま
ま
、③
下
を
見
て
ノ
ー
ト
に
書
く
、と
い
っ
た
三
段
構
え
の
学
習
動
作
で

す
。授
業
中
は
、ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
手
元
に
準
備
し
た
り
、ノ
ー
ト
に
書
く
量
を
調
整
し
た
り
す
る
こ
と
を
お
薦
め
し
ま
す
。こ
の
「
ひ
と
手
間
」
が

多
く
の
子
ど
も
を
救
っ
て
い
ま
す
。（
大
変
で
す
が
、や
る
価
値
あ
り
で
す
！）

  
【
回
答
】
鹿
屋
養
護
学
校

 支
援
部
主
任

 西
 育
子

 先
生

  

 

 

 
 
生
徒

A
さ
ん
の
発
達
検
査
で
「
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
ー
」
が
弱
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。学
習

場
面
や
学
校
生
活
場
面
で
実
施
で
き
る
具
体
的
な
支
援
方
法
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
で
す
。 

日日
頃頃
のの
疑疑
問問
、、
ちち
ょょ
っっ
とと

  

聞聞
いい
てて
みみ
たた
いい
！！

  

聞
い
て
み
た
い
！

 

次
回
の
発
行
は
、１
０
月
末
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
御
質
問
が
あ
れ
ば
、以
下
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 
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静
か
な
環
境
で
読
書
活
動
に
取
り
組
め
る

よ
う
、椅
子
の
足
に
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
を
付
け
、

音
刺
激
を
軽
減
し
て
い
ま
し
た
。 

全
て
の
椅
子
に
付
け
る
徹
底
ぶ
り
で
、聴

覚
過
敏
の
生
徒
だ
け
で
な
く
、全
て
の
生
徒

が
利
用
し
や
す
い
工
夫
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 特
別
支
援
教
育

 
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

 
小
園
先
生
に
直
撃
！ 

今
年
度
か
ら
鹿
屋
東
中
学
校
の

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
と
し
て
、週
に
１
回
の
支
援
会
議

を
定
期
開
催
す
る
な
ど
、
特
別
支

援
学
級
の
教
員
同
士
の
連
携
を
密

に
図
ろ
う
と
努
め
て
い
ま
す
。 

中
学
校
で
は
、特
別
支
援
学
級

に
在
籍
す
る
生
徒
の
進
路
指
導
も

重
要
な
役
割
に
な
り
ま
す
。 

小
園
先
生
に
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を

お
尋
ね
す
る
と
、
①
ま
ず
は
、
本

人
、保
護
者
の
話
を
じ
っ
く
り
聞
く

こ
と
、
②
学
校
で
の
生
徒
の
様
子

は
、で
き
る
限
り
客
観
的
に
伝
え
る

こ
と
、③
進
学
後
か
ら
就
労
ま
で
の

様
々
な
道
筋
に
つ
い
て
、視
覚
的
・

具
体
的
に
示
す
こ
と
、と
い
っ
た
工

夫
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

【
教
室
環
境
の
一
工
夫
】
 

特
別
支
援
教
育
Ｑ
＆
Ａ

 

L
D
の
定
義
（
平
成
１
１
年
「
学
習
障
害
児
に
対
す
る
指
導
に
つ
い
て
（
報
告
）
」
文
部
科
学
省
）

 
①

 全
般
的
な
知
的
発
達
に
遅
れ
は
な
い
。 

②
 「
読
む
」
、「
書
く
」
、「
話
す
」
、「
聞
く
」
、「
計
算
す
る
」
、「
類
推
す
る
」
と
い
っ
た
能
力
の
う
ち
、特

定
の
も
の
の
習
得
と
使
用
に
著
し
い
困
難
さ
を
示
す
。 

 

 小
学
４
年
生
以
上
：特
定
の
能
力
に
関
し
て
、お
よ
そ
２
学
年
下
の
学
習
内
容
の
習
得
と
使
用
が
困
難
。 

小
学
２
・３
年
生
：特
定
の
能
力
に
関
し
て
、お
よ
そ
１
学
年
下
の
学
習
内
容
の
習
得
と
使
用
が
困
難
。 

※
 小
学
１
年
生
に
つ
い
て
は
、学
習
状
況
等
を
踏
ま
え
て
慎
重
に
判
断
。 

  
  

  
□

 W
IS

C
－
Ⅲ

 F
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 9
4

 
  

  
  
□

 ４
年
生
の
教
科
書
を
読
ん
で
理
解
で
き
る
。 

  
  

  
□

 ４
年
生
の
計
算
や
文
章
問
題
を
解
く
こ
と
が
で
き
る
。 

  
  

  
□

 ２
年
生
の
漢
字
を
書
く
こ
と
が
難
し
い
（
２
割
程
度
の
習
得
）
。 

４
年
生

 

【
校
内
支
援
委
員
会
】

 
L

D
？

  
L

D
と
は
言
え
な
い
？

 

 

＜
特
別
支
援
学
級
＞

 

鏡
を
教
室
に
設
置
。 

身
だ
し
な
み
を
自
身
で

 
意
識
・確
認
で
き
る
よ
う

に
し
て
あ
り
ま
し
た
。 

＜
図
書
室
＞

 

 学
級
内
の
掲
示
物
コ
ー
ナ
ー
で
す
。 

 き
れ
い
に
掲
示
さ
れ
た
そ
の
中
に
、今
年
度
か
ら
校
内
で

発
行
し
て
い
る
「
特
別
支
援
教
育
だ
よ
り
」
が
あ
り
ま
し
た
。

月
１
回
の
発
行
で
、第
１
号
で
は
、「
障
害
の
社
会
モ
デ
ル
」

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解
説
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

校
内
の
理
解
・ 

啓
発
に
一
役
！ 

「
特
別
支
援
教
育

 
だ
よ
り
」
の
発
行
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上
小
原
小
学
校
に
は
、通
常
の
学
級
に
加
え
、特
別
支
援
学
級
が
３
学
級
（
知
的
障
害
２
、自
閉
症
・情
緒
障
害
１
）
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。特
別
支
援
学
級
の
授
業
で
は
、電
子
黒
板
を
活
用
し
、ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
で
作
成
し
た
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
課
題
を
提
示
し
た
り
、タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
等
で
漢
字
の
書
字
の
練
習
を
行
っ
た
り
と
、積
極
的
に
ＩＣ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
て
い
ま
す
。特
に
、フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
用
い
た

学
習
課
題
の
提
示
は
、注
意
の
持
続
が
難
し
い
児
童
生
徒
も
取
り
組
み
や
す
く
、ま
た
、前
時
ま
で
の
既
習
事
項
を
想
起
し
た
り
、本
時
の

学
習
内
容
へ
の
見
通
し
を
も
っ
た
り
し
や
す
く
、学
習
を
効
果
的
に
進
め
る
上
で
有
効
な
手
立
て
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
他
、教
室
環
境
も
含
め
、様
々
な
工
夫
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

                    
 今
日
か
ら

 で
き
る
！ 
特
別
支
援
教
育

  
  

N
o.
３

  
  
担
当
：四
ツ
永

 

み
ん
な
で

 
  
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
「
活
動
」
す
る
た
め
に
、ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
？

 
こ
こ
で
は
、Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
が
整
理
し
た
「
ＩＣ
Ｆ
：国
際
生
活
機
能
分
類
（

2
0

0
1
）
」
【
下
図
】

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。こ
の
ＩＣ
Ｆ
で
は
、「
活
動
」
を
含
む
「
心
身
機
能
・身
体
構
造
」
、「
参
加
」
を
『
生
活

機
能
』
と
し
て
整
理
す
る
と
と
も
に
、こ
の
『
生
活
機
能
』
と
影
響
し
合
う
も
の
と
し
て
、「
健
康
状
態
」
、「
環
境

因
子
」
、「
個
人
因
子
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。 

          
こ
こ
で
は
、特
に
「
環
境
因
子
」
と
「
個
人
因
子
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

   
特
に
、通
級
指
導
教
室
や
特
別
支
援
学
級
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
児
童
生
徒
は
、「
自
立
活
動

 
     
こ
の
Ａ
さ
ん
の
例
を
踏
ま
え
る
と
、「
環
境
因
子
」
と
「
個
人
因
子
」
に
働
き
掛
け
る
と
い
う
こ
と
は
…

 
        
こ
の
「
活
動
し
、参
加
し
や
す
い
環
境
」
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
、学
校
で
行
う
「
合
理
的
配
慮
」
で
あ
り
、 

「
困
難
さ
を
克
服
し
た
り
、自
分
の
生
活
を
豊
か
に
し
て
い
こ
う
と
し
た
り
す
る
意
欲
」
の
伸
長
は
、「
自
立
活

動
の
指
導
」
を
通
し
て
達
成
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。つ
ま
り
、学
校
で
行
う
「
合
理
的
配
慮
」
と
「
自
立
活

動
の
指
導
」
が
、子
ど
も
た
ち
の
「
活
動
」
を
支
え
る
「
二
つ
の
柱
」
…
と
な
る
の
で
す
。 

適
切
な
学
習
環
境
の
調
整
と
自
立
活
動
の
指
導
の
充
実
を
通
し
て
、障
害
等
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、全
て

の
子
ど
も
た
ち
が
等
し
く
学
び
の
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
学
校
生
活
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

    
 

  
  

  
  
引
継
ぎ
の
際
の
資
料
と
し
て
、移
行
支
援
シ
ー
ト
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、今
回
は
、「
切
れ
目
な
い
支
援
の
た
め
の
引
継
ぎ
シ
ー
ト

（
※
）
」
を
紹
介
し
ま
す
。こ
の
シ
ー
ト
は
、特
別
支
援
教
育
や
生
徒
指
導
と
い
っ
た
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、生
徒
の
実
態
や
中
学
校
で
行
っ

 
て
き
た
支
援
、配
慮
を
簡
易
的
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
す
。一
枚
の
シ
ー
ト
に
ク
ラ
ス
全
員
の
状
況
を
整
理
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。加
え
て
、実
際
に
授
業
で
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
座
席
表
な
ど
、具
体
的
な
支
援
グ
ッ
ズ
も
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

口
頭
に
よ
る
詳
細
な
引
継
ぎ
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、ま
ず
は
、生
徒
の
概
要
を
確
実
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。 

高
校
で
は
、中
学
校
か
ら
引
き
継
い
で
も
ら
っ
た
こ
と
で
「
生
徒
も
学
校
も
助
か
っ
た
。う
ま
く
い
っ
た
！」
と
い
う
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

先
生
方
の
ひ
と
手
間
は
確
実
に
実
を
結
び
ま
す
。今
年
度
の
引
継
ぎ
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

※
S

ee
-S

m
il

e「
委
員
会
様
式
集
：特
別
支
援
教
育
」
に
保
存
し
て
あ
り
ま
す
。 

  
 【
回
答
】
鹿
屋
養
護
学
校

 支
援
部
主
任

 西
 育
子

 先
生

 

 

 

 
 
中
学
校
の
担
任
で
す
。通
常
の
学
級
に
在
籍
し
、ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
文
字
の
大
き
さ
や
座
席
の

配
慮
を
受
け
て
い
る
生
徒
が
、県
立
の
普
通
科
高
校
へ
の
進
学
を
希
望
し
て
い
ま
す
。高
等
学
校

へ
引
継
ぎ
を
す
る
時
に
大
切
な
こ
と
や
、学
校
で
準
備
し
て
お
く
と
よ
い
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。 

日日
頃頃
のの
疑疑
問問
、、
ちち
ょょ
っっ
とと

  

聞聞
いい
てて
みみ
たた
いい
！！

  

聞
い
て
み
た
い
！

 

次
回
の
発
行
は
、１
２
月
末
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
御
質
問
が
あ
れ
ば
、以
下
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

  
  

 h
tt

p
s:

//
fo

rm
s.

of
fi

ce
.c

om
/r

/h
T

rQ
u

V
g

0
R

C
 

 ↑
 児
童
の
「
よ
い
点
」
な
ど
を
文
字
化
し

な
が
ら
具
体
的
に
賞
賛
！児
童
の
喜
ぶ

表
情
が
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。 

 

 特
別
支
援
教
育

 
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

 
田
中
先
生
に
直
撃
！ 

上
小
原
小
学
校
で
特
別
支
援
教

育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
長
年
担
っ

て
い
る
田
中
先
生
。
週
に
１
回
の
支

援
会
議
の
開
催
や
、
月
に
１
回
の

「
特
別
支
援
教
育
だ
よ
り
」
の
発
行

な
ど
を
通
し
て
、校
内
支
援
の
充
実

に
努
め
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
通
常
の
学
級
で
は
、
学
習

面
で
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
へ
の

手
立
て
と
し
て
、
「
支
援
カ
ー
ド
」
を

作
成
し
、全
職
員
で
の
共
通
理
解
＆

共
通
実
践
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。 

＜
「
支
援
カ
ー
ド
」
の
内
容
＞

 
□

 行
動
観
察
等
で
把
握
し
た
実
態

 
□

 Ｎ
Ｒ
Ｔ
知
能
検
査
の
結
果

 
□

 学
び
方
の
特
性

 
□

 具
体
的
な
支
援
内
容

 

【
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
実
際
例
（
社
会
科
）
】
 

特
別
支
援
教
育
Ｑ
＆
Ａ

 

   

  
  

  
 例
え
ば
、車
椅
子
を
利
用
す
る
Ａ
さ
ん
。同
級
生
と
一
緒
に
、目
的
の
場
所
ま
で
移
動
す
る
た
め

に
は
、車
椅
子
を
操
作
し
て
移
動
で
き
る
こ
と
に
加
え
て
、①
「
環
境
因
子
：バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
環

境
」
、②
「
個
人
因
子
：「
（
少
し
苦
労
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
…
）
そ
の
場
所
ま
で
行
っ
て
み

た
い
！」
と
い
う
意
欲
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

＜
問
い
＞

 

＜
答
え
＞

 

【
教
室
環
境
の
工
夫
】
 

 ←
 気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
る
複
数
の
方

法
を
掲
示
。児
童
が
自
分
で
選
択
で
き

る
よ
う
に
工
夫
し
て
あ
り
ま
し
た
。 

 

 ↑
 気
持
ち
の
「
調
子
」
を
視
覚
的
に
確
認
。 

  
自
分
理
解
に
も
つ
な
が
る
取
組
で
す
。 

 

□
 「
環
境
因
子
：バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
環
境
に
あ
る
」

 ⇒
 子
ど
も
が
活
動
し
、参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

 
□

 「
個
人
因
子
：そ
の
場
所
ま
で
自
分
で
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
意
欲
」

  
⇒

 困
難
さ
を
克
服
し
た
り
、自
分
の
生
活
を
豊
か
に
し
て
い
こ
う
と
し
た
り
す
る
意
欲
の
伸
長

 
…
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

児
童
Ａ

 
児
童
Ｂ

 
児
童
Ｃ

 
児
童
Ｄ
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鹿
屋
小
学
校
に
は
、特
別
支
援
学
級
に
加
え
、言
語
障
害
の
通
級
指
導
教
室
と

L
D
・A

D
H

D
の
通
級
指
導
教
室
（
以
下
、Ｌ
Ｄ
教

室
）
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
は
、鹿
屋
小
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る

L
D
教
室
を
紹
介
し
ま
す
。 

  
Ｌ
Ｄ
教
室
に
通
っ
て
い
る
児
童
は
、読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
こ
と
や
、注
意
を
持
続
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
が
苦
手
に
し

て
い
る
こ
と
を
克
服
で
き
る
よ
う
、以
下
の
よ
う
な
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 ＜
①
単
語
検
索
課
題
＞

  
  
＜
②
線
結
び
課
題
＞

  
  

  
＜
③
絵
カ
ー
ド
検
索
課
題
＞

 

               
Ｌ
Ｄ
教
室
を
利
用
す
る
児
童
は
、ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
通
常
の
学
級
で
過
ご
し
ま
す
。Ｌ
Ｄ
教

 

室
で
身
に
付
け
た
力
を
在
籍
学
級
で
生
か
す
た
め
に
、児
童
を
担
任
す
る
先
生
方
と
の
連
携

 

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。Ｌ
Ｄ
教
室
で
は
、１
単
位
時
間
の
取
組
を
連
絡
帳
に
ま
と
め
、保
護
者
と

 

担
任
の
先
生
方
へ
お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。ま
ず
は
連
絡
帳
の
や
り
取
り
を
通
じ
て
、Ｌ
Ｄ
教

 

室
で
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
や
効
果
的
な
手
立
て
な
ど
を
、ぜ
ひ
共
有
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
日
か
ら

 で
き
る
！ 
特
別
支
援
教
育

  
  

N
o.
４

  
  
担
当
：四
ツ
永

 

み
ん
な
で

 

  
鹿
屋
市
内
の
多
く
の
小
・中
学
校
で
は
、知
的
障
害
特
別
支
援
学
級
の
時
間
割
に
「
生
活
単
元
学
習
」
や

「
作
業
学
習
」
を
位
置
付
け
、生
活
場
面
に
即
し
た
実
際
的
な
学
習
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。こ
の
時
期
に

は
、「
冬
の
お
楽
し
み
会
を
し
よ
う
」
、「
年
賀
状
を
書
こ
う
」
、「
新
し
い
１
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
ろ
う
」
、「
販

売
会
を
し
よ
う
」
と
い
っ
た
学
習
を
行
っ
て
い
る
学
校
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

こ
れ
ら
の
「
生
活
単
元
学
習
」
や
「
作
業
学
習
」
は
、『
各
教
科
等
を
合
わ
せ
た
指
導
（
以
下
、『
合
わ
せ
た

指
導
』
）
』
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。『
合
わ
せ
た
指
導
』
は
、国
語
や
算
数
、理
科
や
社
会
と
い
っ
た
教
科
の
内

容
を
、教
科
別
に
分
け
て
学
ぶ
こ
と
が
難
し
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
開
発
さ
れ
た
指
導
方
法
で
あ
り
、教
科

別
に
分
け
て
教
え
る
よ
り
も
、「
合
わ
せ
て
指
導
」
し
た
方
が
子
ど
も
た
ち
も
学
び
や
す
く
、学
習
し
た
こ
と
が

身
に
付
き
や
す
い
と
い
っ
た
指
導
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。ま
た
、『
合
わ
せ
た
指
導
』
の
よ
い
点
は
、子

ど
も
た
ち
の
生
活
に
身
近
で
あ
り
、か
つ
、「
や
っ
て
み
た
い
。」
、「
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
み
た
い
。」
と
い
っ

た
活
動
を
組
み
や
す
い
と
い
っ
た
点
に
あ
り
ま
す
。子
ど
も
に
と
っ
て
、楽
し
く
、や
り
が
い
の
あ
る
活
動
を
準

備
で
き
る
こ
と
で
、子
ど
も
の
主
体
的
な
参
加
を
促
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

           
 
こ
の
例
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、『
合
わ
せ
た
指
導
』
を
展
開
し
て
い
く
上
で
、大
切
と
な
る
ポ
イ
ン
ト
は
…

 
「
子
ど
も
に
と
っ
て
魅
力
的
な
活
動
を
通
し
て
、教
科
等
の
内
容
を
よ
り
よ
く
学
べ
る
よ
う
に
す
る
！」
と

い
う
こ
と
で
す
。活
動
は
魅
力
的
だ
け
れ
ど
も
、「
友
達
と
一
緒
に
お
好
み
焼
き
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
」
、「
楽

し
く
調
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
っ
た
目
標
で
は
、十
分
な
指
導
と
は
言
え
ま
せ
ん
。活
動
自
体
が
学
び

の
目
的
と
な
っ
て
お
り
、教
科
の
学
び
を
明
確
に
で
き
て
い
な
い
か
ら
で
す
。『
合
わ
せ
た
指
導
』
を
通
し
て

各
教
科
等
の
内
容
を
よ
り
よ
く
学
ん
で
い
け
る
よ
う
に
、単
元
の
計
画
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

  
  

  
  

 集
中
す
る
こ
と
に
困
難
さ
が
あ
る
場
合
、学
習
課
題
が
難
し
過
ぎ
た
り
関
心
が
向
か
な
か
っ
た
り
す
る
と
、ま
す
ま
す
課
題
か
ら
意

識
が
離
れ
て
し
ま
い
ま
す
。課
題
が
子
ど
も
に
合
っ
て
い
る
か
を
見
直
し
、「
で
き
そ
う
だ
。」
と
思
え
る
内
容
や
量
に
す
る
こ
と
で
、ま

 
ず
は
学
習
へ
の
意
欲
を
引
き
出
し
て
い
け
る
と
よ
い
で
す
ね
。ま
た
、「
（
プ
リ
ン
ト
の
）
こ
こ
ま
で
は
一
人
で
し
よ
う
。」
、「
タ
イ
マ
ー
が
鳴
る
ま

で
静
か
に
待
ち
ま
す
。」
な
ど
、課
題
の
終
わ
り
を
明
確
に
示
し
て
お
く
こ
と
も
有
効
な
手
立
て
に
な
り
ま
す
。そ
の
際
、①
課
題
の
終
わ
り
と

な
る
箇
所
を
子
ど
も
自
身
に
指
さ
し
を
さ
せ
、本
人
の
確
認
を
促
す
、②
「
タ
イ
マ
ー
が
鳴
る
ま
で
話
は
し
ま
せ
ん
。」
な
ど
、「
～
し
な
い
。」
と

い
っ
た
否
定
形
の
表
現
は
控
え
る
、と
い
っ
た
こ
と
も
大
切
に
し
た
い
点
で
す
。 

  
 な
お
、「
が
ん
ば
り
カ
ー
ド
（
ポ
イ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
」
を
用
い
る
こ
と
で
、望
ま
し
い
振
る
舞
い
方
を
身
に
付
け
て
い
く
方
法
も
あ
り
ま
す
。自

身
が
頑
張
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
（
評
価
す
る
）
こ
と
で
、逸
れ
が
ち
な
気
持
ち
を
学
習
に
向
け
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。私
が
見
た
子
ど
も

た
ち
は
、「
が
ん
ば
り
カ
ー
ド
」
を
実
に
よ
く
使
い
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。 

  
  

  
  
【
回
答
】
鹿
屋
養
護
学
校

 支
援
部

 西
 育
子
先
生

 

 

 

 
  
小
学
３
年
の
担
任
で
す
。プ
リ
ン
ト
な
ど
、少
し
の
間
は
一
人
で
取
り
組
み
ま
す
が
、す
ぐ
に
隣

の
友
達
に
話
し
掛
け
て
し
ま
う
子
が
い
ま
す
。教
師
が
側
に
行
き
、声
を
掛
け
ま
す
が
、し
ば
ら
く
す

る
と
、別
の
友
達
に
ち
ょ
っ
か
い
を
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。何
か
よ
い
手
立
て
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

日日
頃頃
のの
疑疑
問問
、、
ちち
ょょ
っっ
とと

  

聞聞
いい
てて
みみ
たた
いい
！！

  

聞
い
て
み
た
い
！

 

次
回
の
発
行
は
、２
月
末
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
御
質
問
が
あ
れ
ば
、以
下
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 
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☆
一
人
一
人
の
子
ど
も
た
ち
に
応
じ

た
適
切
な
指
導
を
行
う
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
を
聞
い
て
み
ま
し
た
！ 

      
 学
び
の
主
体
は
子
ど
も
た
ち
で

す
。発
達
検
査
や
行
動
観
察
、保
護

者
等
へ
の
聞
き
取
り
な
ど
を
通
し
て

詳
細
に
実
態
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

特
に
、大
切
に
し
て
い
る
点
は
、子
ど

も
自
身
が
自
分
の
こ
と
や
自
分
の
課

題
を
ど
の
程
度
理
解
し
て
い
る
か
、

と
い
う
こ
と
で
す
。 

Ｌ
Ｄ
教
室
で
は
、
「
な
り
た
い
自

分
」
に
向
け
て
、
そ
の
子
に
合
っ
た

「
頑
張
り
方
」
を
教
え
て
い
き
ま
す
。

「
去
年
の
ぼ
く
（
私
）
と
今
年
の
ぼ
く

（
私
）
は
こ
ん
な
に
違
う
。」
と
、子
ど

も
自
身
が
自
己
の
変
容
を
実
感
で
き

る
こ
と
が
、何
よ
り
の
喜
び
で
す
。 

特
別
支
援
教
育
Ｑ
＆
Ａ

 

こ
こ
で
、「
お
好
み
焼
き
を
作
ろ
う
」
と
い
っ
た
単
元
を
例
に
し
て
、『
合
わ
せ
た
指
導
』
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。「
お
好
み
焼
き
を
作
る
」
と
い
う
活
動
は
、子
ど
も
た
ち
の
行
動
の
目
的
と
な
り
ま
す

が
、こ
の
こ
と
自
体
が
子
ど
も
た
ち
の
学
び
と
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。お
好
み
焼
き
を
作
る
活
動
を

通
し
て
、以
下
の
よ
う
な
事
柄
を
子
ど
も
た
ち
は
学
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

□
 レ
シ
ピ
の
内
容
を
読
み
取
る
。 
→

 【
作
り
方
に
関
す
る
説
明
文
を
読
む
こ
と
：国
語
】

 
□

 調
理
に
使
用
す
る
食
材
を
調
べ
る
。 
→

 【
農
家
の
仕
事
：社
会
】

 
□

 材
料
を
店
舗
で
買
う
。 
→

 【
お
金
の
数
え
方
や
計
算
：算
数
】

 
□

 材
料
を
切
る
。 
→

 【
包
丁
等
の
安
全
な
使
い
方
：家
庭
科
】

 
  

  
  

  
  

  
  

  
【
包
丁
等
を
使
う
際
の
力
の
調
整
：自
立
活
動
】

 
□

 調
理
を
終
え
た
感
想
等
を
文
章
に
表
す
。 
→

 【
作
文
：国
語
】

  
  

  
  

  
 な
ど
な
ど

 
児
童
Ａ

 

①
単
語
を
ま
と
ま
り
で
読

む
力
を
高
め
て
い
ま
す
。 

 
 

②
空
間
に
お
け
る
線
の
位

置
関
係
を
正
確
に
捉
え
、書

く
力
を
高
め
て
い
ま
す
。 

 
 

③
伝
え
聞
い
た
情
報
を
基
に
、指
定

さ
れ
た
絵
カ
ー
ド
を
探
し
ま
す
。注
意

を
向
け
て
聞
く
力
を
高
め
て
い
ま
す
。 

 

L
D
教
室
担
当
の

 
田
村
先
生
に
直
撃
！ 

 

④
自
分
が
困
っ
て
い
る
こ
と
を
ボ
ー
ド
に
書
き
、板
書
を
見
た
他

の
児
童
が
、「
う
ま
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
方
法
」
を
付
せ
ん
紙

に
書
い
て
紹
介
し
ま
す
。相
談
し
た
児
童
は
、た
く
さ
ん
の
方
法

の
中
か
ら
自
分
に
合
っ
た
方
法
を
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

＜
④
相
談
ボ
ー
ド
＞

 
漢
字
を
覚
え
る

 
方
法
を
教
え
て

 
く
だ
さ
い
。 
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昨
年
１
０
月
か
ら
約
１
か
月
の
間
、実
務
研
修
と
し
て
鹿
屋
市
教
育
委
員
会
で
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
、文
部

科
学
省
特
別
支
援
教
育
課
の
中
宮
で
す
。鹿
屋
市
で
の
貴
重
な
経
験
を
踏
ま
え
、①
先
生
方
の
実
践
の
素
晴

ら
し
さ
、②
国
の
特
別
支
援
教
育
の
動
向
に
つ
い
て
、お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

  
普
段
、行
政
職
員
と
し
て
「
合
理
的
配
慮
」
や
「
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
指
導
・支
援
」
と
い
っ
た
特
別

支
援
教
育
に
関
係
す
る
言
葉
を
「
文
字
情
報
」
と
し
て
向
か
い
合
う
私
に
と
っ
て
、そ
れ
ら
を
具
現
化
し
た
取
組

が
鹿
屋
市
の
学
校
現
場
で
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
、そ
れ
ら
を
よ
り
改
善
し
て

い
く
た
め
の
取
組
が
様
々
な
形
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
、感
謝
と
尊
敬
の
念
を
覚
え
ま
し
た
。 

 「
な
る
ほ
ど
な
。」
、「
素
敵
だ
な
。」
と
感
じ
た
取
組
の
具
体
を
挙
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
子
ど
も

の
適
切
な
実
態
把
握
」
、「
長
期
的
な
目
標
を
見
据
え
た
上
で
、各
授
業
（
自
立
活
動
な
ど
）
を
実
施
し
て
い
る

様
子
」
、「
教
室
内
の
環
境
整
備
」
、「
研
究
授
業
を
通
し
た
自
立
活
動
に
関
す
る
学
び
合
い
」
、「
障
害
特
性
を

踏
ま
え
た

IC
T
の
活
用
」
、「
管
理
職
の
先
生
方
の
特
別
支
援
教
育
に
対
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
な
ど
な

ど
、先
生
方
の
普
段
の
一
つ
一
つ
の
取
組
が
子
ど
も
の
自
立
と
社
会
参
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
、改
め

て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。日
々
の
先
生
方
の
御
努
力
に
素
直
に
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。 

 
さ
て
、文
部
科
学
省
で
は
「
障
害
の
あ
る
子
ど
も
が
、そ
の
学
び
の
場
に
応
じ
て
可
能
な
限
り
共
に
学
ぶ
こ

と
」
、「
一
人
一
人
に
合
っ
た
指
導
・支
援
を
提
供
す
る
こ
と
」
を
両
輪
と
し
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム

の
理
念
の
下
、「
全
て
の
先
生
が
、そ
の
役
割
に
応
じ
て
特
別
支
援
教
育
の
専
門
性
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ

と
」
、「
一
部
の
先
生
だ
け
が
頑
張
る
の
で
は
な
く
、学
校
全
体
で
特
別
支
援
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
」

が
で
き
る
よ
う
、そ
の
た
め
の
具
体
的
な
取
組
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 先
生
方
も
日
々
の
教
育
活
動
の
中
で
実
感
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、文
部
科
学
省
で
は
、小
・

中
学
校
に
お
い
て
特
別
な
教
育
的
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
、通
常
の
学
級
に

8
.8

%
（

3
5
人
学
級

で
あ
れ
ば
ク
ラ
ス
に
約

3
人
）
在
籍
し
て
い
る
と
い
う
結
果
を
昨
年

1
2
月
に
公
表
し
ま
し
た
。こ
の
結
果
か
ら

も
分
か
る
よ
う
に
、特
別
支
援
教
育
の
推
進
は
全
て
の
学
校
・学
級
に
お
い
て
必
要
で
あ
り
、特
定
の
先
生
の

力
だ
け
で
推
進
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ぜ
ひ
先
生
方
で
協
働
し
、学
校
全
体
で
特
別
支
援
教
育
の
充

実
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
、こ
れ
以
上
の
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
最
後
に
な
り
ま
す
が
、鹿
屋
市
で
拝
見
し
た
数
々
の
実
践
を
踏
ま
え
、先
生
方
に
「
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と

言
う
だ
け
で
は
な
く
、「
で
は
国
の
職
員
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
」
、と
い
う
こ
と
を
引
き
続
き
考
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。3
週
間
お
世
話
に
な
り
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

＜
特
集
＞
昨
年

1
0
月
か
ら
１
か
月
間
、本
市
で
勤
務
し
た
文
部

科
学
省
特
別
支
援
教
育
課
の
中
宮
さ
ん
に
、鹿
屋
市
の

特
別
支
援
教
育
の
取
組
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
！ 

本
市
で
は
、特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
数
及
び
特
別
支
援
学
級
が
増
加
し
て
い
ま
す
（
図
１
）
。そ
の
一
方
で
、初
め
て

特
別
支
援
学
級
を
担
任
す
る
教
員
（
以
下
、「
特
担
」
）
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
（
図
２
）
。加
え
て
、特
別
支
援
教
育
は
、学
校
全
体
で
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
あ
り
、通
常
の
学
級
を
担
任
す
る
教
員
に
と
っ
て
も
必
要
不
可
欠
な
専
門
性
と
言
え
ま
す
。 

で
は
、そ
う
い
っ
た
、特
担
や
通
常
の
学
級
を
担
任
す
る
教
員
が
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
は
十
分
に
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

本
県
で
は
、初
め
て
の
特
担
に
対
し
、｢
新
任
特
担
研
修
会
｣を
開
講
し
て
い
ま
す
が
、受
講
で
き
る
の
は
最
初
の
１
回
限
り
。同
様
に
、

各
学
校
で
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
指
名
さ
れ
た
教
員
に
お
い
て
も
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
必
要
な
専
門
知
識
等
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
機
会
は
１
回
限
り
で
す
。 

図
３
は
、今
年
度
、本
市
で
実
施
し
た
特
担
研
修
会
に
お
い
て
、参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
受
講
し
た
い
研
修
内
容
の
一
覧
で
す
。こ

の
よ
う
な
幅
広
い
関
心
に
応
じ
た
研
修
の
機
会
を
提
供
で
き
る
よ
う
、本
市
で
は
「
特
別
支
援
教
育
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
仮
）
」
と
し
て
、

令
和
５
年
８
月
８
日
（
火
）
の
実
施
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。後
日
、案
内
の
チ
ラ
シ
を
各
学
校
へ
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、た

く
さ
ん
の
先
生
方
に
御
参
加
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

                  
 

  今
日
か
ら

 で
き
る
！ 
特
別
支
援
教
育

  
  

N
o.
５

  
  
担
当
：四
ツ
永

 

み
ん
な
で

 

  
  

  
  
ど
の
高
校
に
お
い
て
も
丁
寧
に
整
理
し
、学
年
・学
科
だ
け
で
な
く
、職
員
会
議
等
で
情
報
の
共
有
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

引
継
ぎ
が
あ
る
こ
と
で
、年
度
当
初
の
不
適
応
や
ト
ラ
ブ
ル
に
適
切
に
対
応
で
き
た
例
も
あ
り
ま
す
。落
ち
着
か
ず
校
内
を
歩
き
回

 
る
生
徒
…
引
継
ぎ
が
な
け
れ
ば
、指
導
や
叱
責
の
対
象
に
な
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、事
前
に
生
徒
の
特
性
や
行
動
の
特
徴

 
を
全
職
員
で
共
有
で
き
て
い
た
こ
と
で
、生
徒
へ
寄
り
添
う
支
援
が
で
き
ま
し
た
。早
め
の
面
談
を
設
定
す
る
中
で
生
徒
の
思
い
を
聞

 
き
取
り
つ
つ
、本
人
が
努
力
を
す
る
こ
と
と
周
り
が
配
慮
す
る
こ
と
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
も
し
事
前
情
報
が
な
か
っ
た
ら
、ど
う

な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。」
「
引
き
継
い
で
も
ら
っ
て
あ
り
が
た
か
っ
た
。」
と
い
う
声
を
、多
く
の
高
校
の
先
生
か
ら
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

  
 学
習
状
況
や
提
出
物
等
に
支
援
の
必
要
な
生
徒
も
、入
学
直
後
か
ら
本
人
へ
の
さ
り
げ
な
い
言
葉
掛
け
や
個
別
指
導
に
よ
り
、困
難
さ

の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
れ
が
引
継
ぎ
の
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。学
年
末
の
お
忙
し
い
時
期
で
す
が
、今
年
度

も
「
教
育
的
配
慮
シ
ー
ト
」
を
活
用
し
た
引
継
ぎ
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  
【
回
答
】
鹿
屋
養
護
学
校

 支
援
部

 西
 育
子

 先
生

 

 

 

  
通
常
の
学
級
で
中
学
３
年
生
を
担
任
し
て
い
ま
す
。高
等
学
校
へ
の
引
継
ぎ
と
し
て
「
切
れ
目

な
い
支
援
の
た
め
の
教
育
的
配
慮
シ
ー
ト

(※
)」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。高
等
学
校
で
は
こ
の
シ
ー

ト
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

日日
頃頃
のの
疑疑
問問
、、
ちち
ょょ
っっ
とと

  

聞聞
いい
てて
みみ
たた
いい
！！

  

聞
い
て
み
た
い
！

 

次
回
の
発
行
は
、新
年
度
の
５
月
末
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
御
質
問
が
あ
れ
ば
、以
下
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

  
  

 h
tt

p
s:

//
fo

rm
s.

of
fi
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.c

om
/r

/h
T
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u

V
g

0
R
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特
別
支
援
教
育
Ｑ
＆
Ａ

 

（
図
１
）
特
別
支
援
学
級
数
等
の
推
移

 

（図
２
）県
主
催
「新
任
特
担
研
修
会
」参
加
教
員
数
の
推
移

 

（
図
３
）
受
講
し
て
み
た
い
研
修
内
容

 

○
 個
別
の
指
導
計
画
等
の
書
き
方

 ○
Ｗ
ＩＳ
Ｃ
の
結
果
の
見
方

 
○

 自
立
活
動
、日
生
、生
単
の
違
い

 ○
障
害
種
ご
と
の
研
修

 
○

 自
立
活
動
の
指
導
例

 ○
実
態
把
握
と
合
理
的
配
慮

 
○

 授
業
づ
く
り
の
実
際

  
○
障
害
特
性
と
支
援
の
具
体

 な
ど

 

※
 S

ee
-S

m
il

e「
委
員
会
様
式
集
：特
別
支
援
教
育
」
に

 
保
存
し
て
あ
り
ま
す
。 
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おわりに 

 

 令和４年度の地域支援事業報告書を取りまとめることができました。ご参画してくださった教育

委員会のみなさまには、年度末の多忙な時期に事業の成果をまとめてくださったことに感謝申し上

げます。本事業を担当させていただいた研究員より、ひとこと述べさせていただきます。 

 

 

 本事業を担当して２年目になります。１年目は全てのプログラムがオンラインでの実施となりま

したが、今年度は、新型コロナウイルス感染症の状況を考慮しながらも、推進プログラムをハイブ

リッド方式で開催することができました。また、実際に訪問し、現地でお話を聞かせていただいた

ことで、より担当地域を身近に感じることができました。次年度も、参画いただく教育委員会との

連携を大切に事業に取り組んでいきたいと思います。ありがとうございました。 

伊藤 由美（釜石市、飯田市、鹿屋市 担当） 

 

 

  R４年度からスタッフとして参加させていただきました。勝手がわからず、手探りの１年間でしたが、発表会、

交流スペース、研修会、協議会、授業見学などなど、研究とは違う貴重な経験を積むことができました。あり

がとうございました。 

玉木 宗久（鹿沼市、下野市、犬山市 担当） 

 

 

 今年度、さくら市、須坂市、長野県を担当させていただきました。先生方とお話を重ねたり、丁寧な取組を拝

見したりする中で気づかされることが多く、大変勉強になりました。Ｒ４年度の取組をどのように発展させてい

ったかなど、今後も情報共有させていただければ嬉しいです。ありがとうございました。 

照井 純子（さくら市、須坂市、長野県 担当） 

 

 

厚木市を担当させていただきました。担当の先生には丁寧に対応していただきとても感謝しております。教

育委員会が取り組んでいる内容を伺ったり、熱心な小学校等の先生方とお話をしたりする貴重な機会を頂

くことができ、とても嬉しく思っております。今後、どのように発展していくのか、とても楽しみになりました。今後

ともどうぞよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

土屋 忠之（厚木市 担当） 

 

 

今年度、葉山町を担当させていただきました。葉山町のをはじめとした様々な地域の方々と情報交換をさ

せていただくなかで、皆様の特別支援教育をより良いものにしていたいという熱い思いが伝わってきて、自分

自身の大きな励みにもなりました。関係の皆様に、心よりお礼申し上げいたします。 

佐藤 利正（葉山町 担当） 
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